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災害を乗り越えて、県体で大健闘！―――――――――――

選手団が希望を与える活躍
９月８日、９日を主な日程に「第 64 回大分県民体育大会」が県内各地で行われました。
災害を乗り越えて出場した竹田市は、総合 16 位でした。しかしながら、綱引き競技・混合
の部では優勝、陸上競技〔砲丸投げ〕で清水伸也選手が 2位、ラグビーフットボール競技で
総合 3 位ほか、出場選手の活躍が市民に「勇気」と「活力」を授けてくれました。

〔写真左上〕竹田市から水泳競技（自由形・50㍍）に初出場し 4 位入賞の阿南女久美選手
〔写真左下〕総合４位に入賞したゲートボール競技　〔写真右上〕熱戦を繰り広げたバドミントン
〔写真右下〕陸上男子 50 歳以上 1500㍍に出場し、２位入賞の堀勇進選手

↑綱引き競技は男子の部も 3 位に入り、総合 2 位に輝く！

見事に『綱引いちゃった！』
団結力の勝利！

綱引き 県体で優勝!
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六
代
藩
主
・
中
川
久ひ

さ
た
だ忠

　

久
忠
は
、
元
禄
11
年
（
１
６
９
８
）
江
戸
新
橋
の
屋
敷

で
久
通
と
母
・
紀
井
の
嫡
男
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
宝

永
７
年
（
１
７
１
０
）
久
通
が
若
く
し
て
逝
去
し
た
た
め

13
歳
で
家
督
を
継
承
し
ま
し
た
。
妻
は
、
高
松
藩
三
代
藩

主
と
な
っ
た
松
平
頼
豊
の
養
女
（
実
は
公
家
：
正
親
町
実

豊
の
娘
）
久
姫
で
、
正
徳
６
年
（
１
７
１
６
）
19
歳
の
時

に
婚
姻
し
ま
し
た
。

　

父
久
通
が
病
気
の
た
め
に
宝
永
５
年
に
名
代
と
な
り
、

宝
永
２
年
お
よ
び
４
年
の
大
地
震
に
度
重
な
る
災
害
復
旧

を
行
い
ま
し
た
。
石
垣
が
崩
壊
し
た
危
険
な
箇
所
は
当
分

の
間
囲
い
等
を
設
置
し
て
、
修
復
は
何
年
掛
か
っ
て
も
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宝
永
６
年
（
１
７
０
９
）
に
殿
町
福
田
家
か
ら

出
火
、
侍
屋
敷
34
軒
、
町
家
２
４
２
軒
を
焼
失
。
正
徳
３

年
（
１
７
１
３
）
田
町
鍛
冶
屋
清
兵
衛
宅
よ
り
出
火
、
侍

屋
敷
３
軒
、
町
家
３
４
０
軒
焼
失
、
御
客
屋
敷
も
焼
失
し

ま
し
た
。
城
下
町
の
町
家
は
殆
ど
残
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、

救
済
の
た
め
米
・
大
豆
・
塩
・
雑
木
・
竹
な
ど
が
給
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
藩
財
政
が
苦
し
く
な
っ
た
の
は
、
旱
魃
と
風
水

害
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
で
し
た
。
享
保
５
年
（
１
７
２
０
）、

享
保
９
年
、
12
年
、
13
年
、
14
年
、
寛
保
元
年
（
１
７
４
１
）

と
続
け
て
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
最
大
被
災
数
量

は
、
倒
家
・
潰
家
７
９
０
軒
、
落
橋
53
箇
所
、
井
手
崩
壊

５
０
０
０
箇
所
、
死
者
８
人
と
記
録
に
あ
り
ま
す
。
冷
夏

と
害
虫
、
風
水
害
に
よ
り
凶
作
に
見
舞
わ
れ
、
人
々
が
飢

餓
に
苦
し
ん
だ
と
言
わ
れ
る
「
享
保
の
大
飢
饉
」
は
、
岡

藩
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
の
で
し
た
。

　

久
忠
は
、
財
政
再
建
と
出
費
抑
制
の
た
め
に
、
御
用
銀

や
米
を
他
所
か
ら
調
達
し
た
り
、
食
事
の
倹
約
や
年
中
行

事
の
省
略
・
取
り
止
め
、
参
勤
交
代
の
手
当
な
し
な
ど
の

措
置
を
執
り
ま
し
た
。

　

岡
藩
の
教
育
に
お
い
て
は
、
享
保
11
年
（
１
７
２
６
）、

備
前
か
ら
招
か
れ
た
関
幸
輔
の
私
邸
（
現
：
杣そ
ま
だ
に谷
）
が
学

舎
と
し
て
藩
か
ら
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
豊
後
諸
藩
の
う
ち

最
初
に
藩
校
「
輔
仁
堂
」
が
創
設
さ
れ
た
の
で
す
。

　

久
忠
は
、
持
病
の
痰
気
（
咳
が
多
く
出
る
病
気
）
に
よ

り
、
療
養
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
寛
保
２
年
（
１
７
４
２
）

10
月
13
日
、
岡
城
に
て
45
歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。

（
佐
伯　

治
）

14

災
害
復
旧
・
財
政
再
建
に
奔
走

竹田市民なら知っておきたい！

↓
六
代
藩
主・中
川
久
忠（
碧
雲
寺
蔵
）

　

本
年
度
、
岡
城
跡
で
行
わ
れ
る
石
垣
の

修
復
作
業
予
定
地
や
作
業
が
終
了
し
た
状

況
を
専
門
職
員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日　
10
月
６
日（
土
）～
８
日（
月
・
祝
）

　
　
　

10
月
13
日（
土
）～
14
日（
日
）
　

　
　
　

10
月
20
日（
土
）～
21
日（
日
））

時
間　
10
時
～
、
13
時
～　
（
１
日
２
回
）

料
金　
入
城
料　
大
人
３
０
０
円
、

　
　
　

小
・
中
学
生
１
５
０
円

※
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、申
し
込
み
が
必  

　

要
で
す
。

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　
☎
６
３-

４
８
１
８

修
復
さ
れ
た
石
垣
を
見
た
い
！
―
―
―
―
―

岡
城
跡・修
復
作
業
等
を
特
別
公
開

岡城跡のボランティア石垣清掃 

　岡藩城下町 400 年祭メイン事業を目前にした
９月 15 日、国指定史跡「岡城跡」で九州電力と
グループ企業職員、市民ら約 100 人が石垣の雑
草や雑木を取り除くボランティア作業を行いまし
た。（消防職員は９月 12 日、13 日計 40 人が参加）
　おかげさまで、美しい紅葉を楽しみにお越し
になるお客様をきれいな石垣で迎えることがで
きます。ご協力ありがとうございました。

↑高所の作業車で石垣清掃をする九電グループ職員のみなさん

国指定史跡　岡城跡
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も　く　じ

人口のうごき
　　　　　　　　　（前月比）

人　口　24,741　人（ －24人）

男　性　11,493　人（ － 5人）

女　性　13,248　人（ －19人）

世帯数　10,673世帯（－ 4世帯）

住民基本台帳登録人数

（平成24年8月31日現在）

広報

月号

　

成
平

24

月
８
年

24

畜
家
珠
玖
後
豊
、
日第

た
れ
さ
催
開
で
場
市

10

能
牛
和
国
全
回

、
て
い
お
に
会
選
予
終
最
県
分
大
会
進
共
力

ら
か
市
田
竹

11

、
れ
さ
品
出
が
牛
補
候
の
頭

直
、
て
い
お
に
部
の
）
１
雌
若
（
区
２
第

の
ん
さ
）
之
孝
（
子
孝
田
森
・
口
原
町
入

表
代
県
分
大
事
見
が
号
め
う
り
も
牛
品
出

。
た
し
ま
れ
さ
定
決
に
牛

　

い
お
に
部
の）
２
雌
若
（区
３
第
、
た
ま

出
の
ん
さ
吾
慎
野
吉
・
原
河
下
町
入
直
て

決
に
牛
欠
補
が
号
３
１
２
く
ふ
し
よ
牛
品

。
た
し
ま
し
定

　

い
で
い
注
を
情
愛
じ
同
と
員
一
の
族
家
「

を
日
当
、
て
け
つ
を
気
に
ど
な
気
病
。
る

。
妻
夫
ん
さ
田
森
、
る
語
と

　

第
10

、
は
番
本
共
全
回

10
月
25

ら
か
日

29

開
で
ス
ボ
ン
テ
ス
ウ
ハ
県
崎
長
で
ま
日

ご
い
か
温
の
様
皆
の
民
市
。
す
ま
れ
さ
催

。
す
ま
し
い
願
お
を
援
声

↑「20 年ぶりの全共出場を楽しみたい」と話す森田さん夫妻と、出品する牛「もりうめ号」

品
出
）
口
原
町
入
直
（
ん
さ
子
孝
田
森「

め
う
り
も

」

！
む
挑
に
国
全、
号

県立三重総合高校久住校
（志賀真実さん、吉野楓さん、石井真さん）が

農業鑑定競技全国大会に出場！

　第 63回日本学校農業クラブ全
国大会（長野大会）「農業鑑定競
技会」（農業・畜産）が10月24日、
長野県佐久市にて開催されます。
　大分県立三重総合高校久住校
で行われた校内予選を勝ち抜き、
見事出場を決めたのは、農業コー
ス代表の吉野楓さん（３年）、畜
産コース代表の石井真さん（３年）、
志賀真実さん（３年）の３人。「入
賞できるように精いっぱい頑張り
ます！」と明るく元気に語ってくれ
ました。すばらしい活躍を期待して
います！
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９
月
14
日
、
竹
田
市
で
は
７
月
12
日
に
発

生
し
た
豪
雨
災
害
に
伴
う
『
第
１
回
検
証
会

議
』
を
開
き
ま
し
た
（
会
議
は
非
公
開
で
行

わ
れ
ま
し
た
）。

　

大
分
県
土
木
建
築
部
河
川
課
、
大
分
県
竹

田
土
木
事
務
所
、
大
分
県
竹
田
ダ
ム
建
設
事

務
所
、大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振
興
部
、

九
州
電
力
株
式
会
社
大
分
支
店
、
竹
田
市
の

所
管
部
署
か
ら
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
工
学
博

士
の
菊
屋
奈
良
義
さ
ん
に
も
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
会
議
の
進
め
方
」
を
、
次
の

よ
う
に
確
認
し
ま
し
た
。

【
検
証
会
議
の
進
め
方
】

　

竹
田
市
は
、
昭
和
57
年
、
平
成
２
年
、
平

成
５
年
、
平
成
17
年
、
そ
し
て
今
回
と
、
こ

の
30
年
間
で
５
度
目
と
な
る
、
犠
牲
者
を
伴

う
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
九
州
北
部
豪
雨
」。
日
田
、
中
津

な
ど
の
大
分
県
北
部
で
は
、
10
日
余
り
の
う

ち
に
２
度
の
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
雨
量
も
気
象
庁
を
し
て
「
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
」
と
言
わ
せ
る

ほ
ど
の
豪
雨
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
同
様
の
豪
雨
に

い
つ
見
舞
わ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
が

あ
る
と
い
う
認
識
を
、
ま
ず
共
有
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
57
年
災
害
以
降
、
小

規
模
河
川
改
修
事
業
や
災
害
復
旧
助
成
事
業

な
ど
に
よ
り
、河
川
の
改
修
が
ス
タ
ー
ト
し
、

さ
ら
に
、
平
成
２
年
の
大
洪
水
を
契
機
と
し

て
平
成
３
年
に
は
玉
来
ダ
ム
、
稲
葉
ダ
ム
が

竹
田
水
害
緊
急
治
水
ダ
ム
と
し
て
認
可
さ
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
変
残
念
で
す
が
、
玉
来
ダ
ム

は
今
回
の
豪
雨
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

玉
来
川
水
系
で
は
、
三
度
、
生
活
の
基
盤

で
あ
る
住
家
を
失
っ
た
方
や
生
活
の
糧
と
な

る
農
地
や
店
舗
を
失
っ
た
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
れ
ば
、
自
然
災

害
と
い
う
だ
け
で
説
明
が
つ
く
の
か
と
の
思

い
に
駆
ら
れ
ま
す
。強
大
な
自
然
の
前
で
は
、

人
は
無
力
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
人
の
力
に
よ
っ
て
で
し
か
、
減

災
の
道
が
な
い
こ
と
も
事
実
で
し
ょ
う
。

　

検
証
す
べ
き
事
項
は
多
岐
に
及
ぶ
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
検
証
会
議
で
は
、
特
に

７
・
12　
竹
田
市
豪
雨
災
害
「
第
１
回
検
証
会
議
」

災
害
に
強
い

「
安
心・安
全
」な
ま
ち
づ
く
り
へ

竹
田
市
に
は
、
こ
れ
ま
で
大
水
害
が
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

強
大
な
自
然
の
前
で
は
、
人
は
無
力
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
人
の
力
に
よ
っ
て
し
か
、
減
災
の
道
が
な
い
こ
と
も
事
実
で
し
ょ
う
。

 「
竹
田
水
害
検
証
会
議
」
で
は
、
被
害
の
広
が
っ
た
要
因
を
明
確
に
し
て
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

↑第 1 回検証会議

7.12　竹田市豪雨災害「第 1 回検証会議」
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洪
水
と
土
砂
災
害
に
関
す
る
分
野
に
絞
っ
て

検
証
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

あ
く
ま
で
も
被
災
者
の
目
線
に
立
ち
、
人

為
的
に
可
能
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
め
ら

い
な
く
検
討
し
、
短
期
あ
る
い
は
中
長
期
の

対
応
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
関
係
機
関
よ
り
所
管
事
項
に
関

す
る
説
明
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
「
平
成
24
年
７
月
の
竹
田
市
豪
雨
災
害
に

つ
い
て
」

 

・
洪
水
の
規
模
、
稲
葉
ダ
ム
の
調
節
効
果
ほ

　

か　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
分
県
河
川
課
）

○
「
玉
来
ダ
ム
の
概
要
」

（
大
分
県
竹
田
ダ
ム
建
設
事
務
所
）

○
「
竹
田
調
整
池
堰
（
通
称
：
魚
住
ダ
ム
）」

　
の
操
作
状
況

　

①
利
水
ダ
ム
と
治
水
ダ
ム
に
つ
い
て

　

②
竹
田
調
整
池
堰
の
管
理
に
つ
い
て

（
九
州
電
力
大
分
支
社
）

○
「
玉
来
川
、
滝
水
川
の
流
木
の
被
害
に
つ

　
い
て
」

（
大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振
興
部
）

　

今
回
の
第
１
回
検
証
会
議
の
結
果
、
関
係

機
関
と
の
『
課
題
』
や
『
情
報
』
の
共
有
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
は
、
会
議
終
了
後
、
次
の
よ
う

に
話
し
ま
し
た
。

　
「
竹
田
市
の
場
合
、
今
回
の
災
害
を
引
き

起
こ
し
た
原
因
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
流
木
が
橋
を
塞
ぐ

な
ど
、
各
機
関
が
そ
れ
ら
の
要
因
を
し
っ
か

り
と
押
さ
え
て
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
防

災
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
一
番
重
要
な
作
業

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

こ
れ
ま
で
も
過
去
の
大
水
害
を
経
て
、
河

川
改
修
等
の
災
害
対
策
工
事
が
実
施
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
被
害
が
な
ぜ
起
こ
り
、
な
ぜ
広
が
り

を
見
せ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
要
因
を
浮

き
彫
り
に
し
て
、
今
後
竹
田
市
は
「
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
」、
そ
し
て
「
災
害
に
強

い
ひ
と
づ
く
り
」を
推
進
し
な
が
ら
、『
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
』
に
生
か
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

↑関係自治会長に「検証会議」の進め方を説明

思いをひとつに！
災害が起こらない竹田の未来のために

　『第１回検証会議』を受け、「河
川の氾濫」と「土砂崩壊」で被
災した自治会の自治会長に呼び
かけ、「検証会議の進め方」に
ついての説明会が９月 19 日市
本庁舎で行われました。
　被災自治会の自治会長９人が
参加。阿南智博建設課長は、県
や九州電力などの関係機関が出
席した「検証会議」の経緯の報
告と、この会議の進め方を説明
しました。
　この会議では「災害に対する
課題や意見を共有し、思いをひ
とつにして全体で行動しよう」
という方針で一致し、次回（第
２回検証会議）までに、各自治
会で住民のみなさんから出され
た意見等を取りまとめて、持ち
寄っていただくことになりまし
た。集約された意見等は竹田市
が関係機関に直接提出を致しま
す。

　「検証会議」今後のスケジュール
○第１回検証会議　「7.12 竹田市豪雨災害検証会議」
　・検証会議の立ち上げ、今後の作業の明確化
　・関係機関から今回の災害について課題整理（９月 14 日）

○河川の氾濫と土砂崩壊による被災自治会の自治会長へ検証会
　議の進め方についての説明会　　　　　　　　（９月 19 日）

○第２回検証会議
　・9.19 説明会を受けて、各自治会で取りまとめられた意見、質
　　問等を提出。住民代表者を中心とした会議。

（10 月 15 日㈪ 19：00 ～　市本庁舎）　

⬇

　竹田市は 10.15 の住民意見を集約し関係機関に提出します

⬇

○第３回検証会議
　・9.14 以降並行して関係機関の資料を基に専門家による分析
　　結果と 10.15 検証会議に集約された市民の意見、質問に関
　　係団体が出席して答える。（土木関係災害査定が終了するの
　　で一定の方向性が示される予定）

（12 月開催予定）　

災害に強い「安心・安全」なまちづくりへ
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竹
田
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
入
っ
て
く
れ
た

 
　
　 
「
一
人
ひ
と
り
に
、お
礼
を
言
い
た
い
」

被
災
地
の
玉
来
・
阿
蔵
地
区
、
２
世
帯
６
人
家
族
で
暮
し
て
い
た
内
田
孝
一
さ
ん
（
41
歳
）

　
７
月
12
日
、
朝
５
時
40
分
頃
、
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
玄

関
の
戸
を
叩
く
音
に
目
が
覚
め
た
。

未
明
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
冠
水
を
察

知
し
、
近
所
の
方
が
危
険
な
感
じ
を

呼
び
掛
け
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
こ
の
阿
蔵
地
区
は
昭
和
57

年
、平
成
２
年
と
玉
来
川
が
氾
濫
し
、

水
害
に
襲
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
朝
、
内
田
さ
ん
は
前
回
の
経

験
を
踏
ま
え
て
２
階
ま
で
水
は
来
な

い
と
判
断
し
、
１
階
か
ら
貴
重
品
だ

け
わ
ず
か
数
回
移
し
た
だ
け
。
す
ぐ

に
屋
外
に
出
た
ら
、
川
か
ら
打
ち
寄

せ
る
泥
水
の
飛
沫
が
視
界
を
捉
え

た
。
ま
た
、
対
岸
の
民
家
に
目
を
や

る
と
、
波
が
真
正
面
に
迫
っ
て
来
る

の
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
言
葉
で

立ち上がる人々

言
い
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
ヘ
ド

ロ
っ
ぽ
い
臭
い
が
全
身
を
包
ん
で
い

く
。
こ
の
〝
臭
い
〟
を
含
ん
だ
空
気

感
に
よ
っ
て
、
内
田
さ
ん
は
フ
ラ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
し
、
22
年

前
１
人
で
居
た
自
宅
に
濁
流
が
襲

う
、
あ
の
日
の
恐
怖
が
瞬
時
に
蘇
る
。

　
「
ム
ア
っ
と
す
る
感
じ
が
平
成
２

年
と
ま
っ
た
く
一
緒
。
急
い
で
逃
げ

な
い
と
…
！
」。

　

こ
の
時
、
水
は
上
が
る
と
確
信
し

た
と
い
う
。

　

家
族
６
人
は
車
３
台
に
分
乗
。
６

時
25
分
に
車
に
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

て
、
着
の
み
着
の
ま
ま
家
を
出
た
。

か
ろ
う
じ
て
通
過
で
き
る
阿
蔵
大
橋

を
渡
り
、
高
台
に
あ
る
総
合
運
動
公

園
へ
避
難
を
し
た
。
家
族
全
員
無
事

だ
。
そ
れ
だ
け
が
心
の
頼
り
だ
っ
た
。

　

平
成
２
年
の
災
害
河
川
改
修
工
事

以
降
、「
も
う
水
は
来
な
い
」
と
安

心
し
き
っ
て
い
て
、
前
日
ま
で
普
段

通
り
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
凄
ま

じ
く
響
き
わ
た
る
雷
の
音
が
、
あ
の

晩
の
記
憶
。
…
も
し
か
し
た
ら
、
２

階
ま
で
到
達
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
不
安
が
脳
裏
を
よ
ぎ
る
な
か
、

水
に
呑
み
こ
ま
れ
る
文
化
会
館
の
姿

を
高
台
か
ら
茫
然
と
た
だ
見
つ
め
る

だ
け
だ
っ
た
。

　

あ
と
で
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

ど
の
家
も
時
計
の
針
が
６
時
50
分
で

止
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。（
お
そ
ら
く

浸
水
し
た
ピ
ー
ク
の
時
刻
を
指
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
）

　

水
が
引
い
た
後
、
変
わ
り
果
て
た

自
宅
を
前
に
、
家
族
の
誰
も
が
言
葉

を
失
っ
た
。
１
階
は
天
井
ま
で
濁
流

が
流
れ
込
ん
で
き
て
い
た
。
こ
れ
ま

で
の
水
位
を
遥
か
に
超
え
て
い
た
。

　

築
37
年
、
自
ら
の
成
長
と
共
に
歩

ん
で
き
た
我
が
家
。
文
化
会
館
が
す

ぐ
近
く
に
あ
り
、子
ど
も
の
頃
は「
瀧

廉
太
郎
を
偲
ぶ
音
楽
祭
」
な
ど
の
催

「
平
成
２
年
と
ま
っ
た
く
一
緒
。
急
い
で
逃
げ
な
い
と
…
！
」。

会社の同僚やボランティ
アの方々が駆けつけてく
れた災害の後片付け　→

↑濁流は１階の天井ま
　で押し寄せた。散乱
　した家財道具に、そ
　の凄まじさがわかる

←更地となった家の前
　で家族写真を撮影さ
　れた内田家のみなさ
　ん

↑災害の状況を振り返る内田孝一さん
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し
で
「
現
地
集
合
、
現
地
解
散
」
の

度
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら
「
い
い
な

あ
、
お
ま
え
ん
ち
近
く
で
」
と
囃
し

立
て
ら
れ
た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い

出
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　

数
日
後
、
災
害
の
後
片
付
け
が
始

ま
っ
た
。会
社
の
同
僚
た
ち（
本
社
か

ら
も
）
大
勢
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
派

遣
さ
れ
た
み
な
さ
ん
が
一
所
懸
命
に

手
を
貸
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

　
「
有
難
く
て
、有
難
く
て
、た
だ〝
感

謝
〟
の
一
言
し
か
な
い
」

　

特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
集
ま
っ
た

み
な
さ
ん
は
、
県
内
外
か
ら
互
い
に

見
ず
知
ら
ず
の
方
ば
か
り
。
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
、
被
災
し
た
家
や
復
旧

活
動
に
あ
た
る
真
摯
な
そ
の
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。

　
「
他
人
の
た
め
に
、
こ
こ
ま
で
汗

を
流
し
て
や
っ
て
く
れ
て
い
る
の
に
、

お
金
が
な
い
か
ら
も
う
ダ
メ
だ
と

か
、
３
回
も
被
災
し
た
か
ら
ど
う
し

よ
う
も
な
ら
な
い
と
か
、
そ
ん
な
投

げ
や
り
な
気
持
ち
で
は
、
こ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
申
し
訳
な

く
て
…
。
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
と

思
い
ま
し
た
」

　

世
知
辛
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
世
の

中
で
、
い
く
ら
悲
し
い
出
来
事
が

あ
っ
て
も
す
べ
て
他
人
事
で
、
無
関

心
だ
っ
た
自
分
が
そ
の
時
急
に
恥
ず

か
し
く
な
っ
た
。〝
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
手
を
差
し
伸
べ
、
共
に
支
え

合
う
も
の
だ
〟
…
内
田
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
の
自
分
の
生
き
方
や
、
考
え

方
を
見
直
す
機
会
と
な
っ
た
と
語
っ

て
い
る
。

　
「
竹
田
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
入
っ

て
く
れ
た
一
人
ひ
と
り
に
、
今
は
お

礼
を
言
い
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

な
の
で
す
」

　

こ
の
度
の
集
中
豪
雨
災
害
で
、
最

も
被
災
の
規
模
が
大
き
い
地
域
と

な
っ
た
阿
蔵
地
区
に
お
い
て
、
忌
ま

わ
し
い
記
憶
を
振
り
返
り
、
重
い
口

を
開
い
て
く
れ
た
内
田
孝
一
さ
ん
。

お
世
話
に
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
や
支
え
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
へ
感

謝
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
伝
え
ら
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
と
、

今
回
の
取
材
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
本
当
の
『
災
害
復
興
』

は
被
災
者
の
方
が
普
段
通
り
の
生
活

と
、
元
気
な
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
。

内
田
さ
ん
は
、
勇
気
を
持
っ
て
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

家
族
の
一
員
の
よ
う
な
住
宅
は
、

こ
の
夏
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
は
更
地

と
な
っ
て
い
る
。
自
然
災
害
だ
か
ら

ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
思
い
な
が
ら

も
、
取
り
壊
し
は
家
族
に
と
っ
て
辛

い
瞬
間
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ

は
、
す
べ
て
の
喜
怒
哀
楽
が
詰
ま
っ

た
思
い
出
が
宿
り
、
内
田
家
に
と
っ

て
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
場

所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
更
地
と
な
っ

た
日
に
、
家
族
写
真
を
撮
っ
た
。
団

欒
の
場
を
提
供
し
て
く
れ
た
『
家
』

に
対
し
て
、〝
長
い
間
あ
り
が
と
う
〟

の
思
い
を
込
め
て
…
。

　

取
材
の
後
日
に
連
絡
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
通
学
を
配
慮
し
な
が

ら
、
２
世
帯
家
族
６
人
一
緒
に
住
め

る
貸
家
に
引
っ
越
し
が
決
ま
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
。

　
「
二
度
と
来
る
は
ず
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

ま
た
か
と
思
っ
た
」

　
７
・
12
竹
田
大
水
害
が
発
生
。
最
も
被
害
の
大

き
か
っ
た
地
域
の
一
つ
で
あ
る
山
手
地
区
の
吉
弘

央
自
治
会
長
は
直
後
の
様
子
を
振
り
返
っ
た
。

　
そ
の
日
は
朝
５
時
半
頃
に
は
起
き
て
い
た
。
異

変
を
感
じ
て
、
５
時
55
分
頃
か
ら
急
い
で
近
所
の

家
を
周
り
、
避
難
を
呼
び
か
け
て
回
る
。
６
時
15

分
か
ら
20
分
頃
、
す
で
に
足
が
水
に
浸
か
っ
て
い

た
。
と
っ
さ
に
カ
メ
ラ
を
手
に
取
り
、
庭
の
車
庫

上
に
あ
る
２
階
の
離
れ
へ
。
そ
し
て
、
衝
動
に
駆

ら
れ
る
が
ま
ま
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
続
け
た
。

家
の
前
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
み
る
み
る
と
水
の
中

に
沈
み
、
流
さ
れ
て
き
た
木
や
岩
が
建
物
に
ぶ
つ

か
り
不
気
味
な
音
を
放
つ
。
隣
に
住
む
女
性
は
恐

怖
で
体
を
震
わ
せ
て
い
た
。
水
が
引
い
て
か
ら
も

自
治
会
長
と
し
て
町
内
を
一
軒
一
軒
回
り
、
避
難
の

呼
び
か
け
と
所
在
の
確
認
を
し
て
歩
い
た
。
そ
の

途
中
、
蓋
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
に
二

度
も
足
を
落
と
し
て
し
ま
い
、
負
傷
し
な
が
ら
も

避
難
所
へ
住
民
を
送
り
届
け
た
の
で
あ
る
。

　
水
害
発
生
か
ら
２
か
月
が
経
ち
、
吉
弘
自
治
会
長

は
現
在
の
心
境
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　
「
現
在
は
住
居
の
修
復
も
済
み
、
一
応
は
元
の

環
境
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
当
面
は
生
活
の

安
定
と
精
神
の
安
定
が
地
域
の
人
に
は
必
要
。
ま

だ
ま
だ
地
域
の
未
来
に
対
し
て
希
望
を
抱
く
よ
う

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
持
て
な
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
。

だ
が
、
今
回
の
災
害
を
教
訓
に
、〝
三
度
目
に
合

わ
な
い
・
起
こ
さ
せ
な
い
〟
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
」

　
さ
ら
に
地
域
に
対
す
る
思
い
へ
と
続
く
。

　
「
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
一

番
良
い
。
地
域
に
人
が
い
て
、
伝
統
が
あ
っ
て
、

自
然
が
あ
っ
て
、
つ
な
が
り
が
あ
る
。
困
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
ら
地
域
で
頑
張
る
。
こ
れ
ま
で
も
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
活
動
を
し
て
き
た
し
、
こ

の
地
域
に
住
ん
で
い
た
方
は
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所

さ
れ
て
も
籍
は
山
手
に
置
か
せ
て
ほ
し
い
と
い
う

人
も
い
る
。
そ
こ
に
住
ん
で
き
た
人
間
が
培
っ
て

き
た
経
験
値
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産
。
今
後
よ

り
良
い
地
域
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
是
非
住
民
の

声
に
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
」

　
日
頃
か
ら
『
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
』
を
大
切
に

す
る
思
い
と
、
も
う
一度
こ
の
地
域
で
頑
張
っ
て
行
こ

う
と
す
る
決
意
を
強
く
感
じ
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。

「生まれたところで生きていくことが一番良い。」
山手自治会 　吉弘央自治会長

　 ↑吉弘央自治会長宅にまさに津波のような濁流が押し寄せた瞬間

←山手自治会を通る県道。ガードレールが濁流に呑まれていくのがわかる
　（撮影・吉弘央山手自治会長）
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専
決
・
第
１
回
臨
時
会
・
第
３
回
定
例
会
の
補
正
予
算
に
見
る

復
興
へ
の
歩
み

　
７
月
12
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
は
、
今
な
お
大
き
な
傷
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

竹
田
市
は
、
専
決
処
分
を
含
む
緊
急
的
な
財
政
出
動
を
行
い
、
早
期
復
興
に
向
け
た

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
６
月
の
第
２
回
定
例
会
以
降
に
行
っ
た
３
回
に
わ
た
る
一
般
会
計
補
正

予
算
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■

専
決
処
分
（
補
正
第
２
号
）

　

竹
田
市
は
、
応
急
的
な
災
害
復
旧
に
要
す

る
経
費
を
予
算
化
す
る
た
め
、
災
害
発
生
直

後
の
７
月
24
日
に
、一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
の
専
決
処
分
※
（
注
）
を
行
い
、
歳

入
歳
出
と
も
に
13
億
２
５
２
１
万
６
千
円
の

増
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
と
金
額
は
、
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仮
復
旧
工
事
費
や
告
知
端

末
機
の
購
入
費
等
に
３
７
１
３
万
円
、
ご
み

処
理
等
委
託
料
や
被
災
者
住
宅
再
建
支
援

事
業
費
補
助
金
、
災
害
援
護
資
金
貸
付
金
に

２
億
８
７
５
６
万
４
千
円
、
農
林
水
産
施
設

や
公
共
土
木
施
設
、
文
教
施
設
に
係
る
災
害

復
旧
費
に
９
億
４
０
８
万
７
千
円
で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
経
費
は
普
通
交
付
税
や

県
支
出
金
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
や
繰
越

金
で
賄
わ
れ
、
歳
入
で
同
額
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

■

臨
時
会
（
補
正
第
３
号
）

　

８
月
16
日
の
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
に
お

い
て
、
竹
田
市
が
提
出
し
た
専
決
処
分
の
報

告
や
水
道
事
業
会
計
を
含
む
４
つ
の
特
別
会

計
補
正
予
算
と
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
が
審
議
さ
れ
、
同
日
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
と
も
に
３
億
３
７
４
７
万
８
千

円
増
額
補
正
さ
れ
た
一
般
会
計
の
主
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

被
災
し
た
竹
田
市
乗
合
自
動
車
（
竹
田
ミ

ニ
バ
ス
）
の
修
繕
費
１
７
６
万
３
千
円
、
が

れ
き
処
理
に
伴
う
大
分
市
清
掃
工
場
運
営
管

理
費
等
負
担
金
９
５
２
万
円
、
さ
ら
に
は
専

決
処
分
し
た
補
正
第
２
号
に
上
乗
せ
す
る
形

で
、
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事
業
費
補
助
金

６
９
０
０
万
円
、
農
地
や
農
業
用
施
設
の
応

急
的
復
旧
事
業
費
１
億
６
６
０
８
万
円
を
増

額
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

■

定
例
会
（
補
正
第
４
号
）

　

９
月
27
日
に
可
決
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
で
は
、
農
林
水
産
施
設
と

公
共
土
木
施
設
を
あ
わ
せ
た
災
害
復
旧
費

55
億
６
１
３
６
万
８
千
円
が
計
上
さ
れ
、
本

格
的
な
復
旧
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
今
回
の
断
水
で
大
き
な
威
力

を
発
揮
し
た
給
水
車
（
１
１
８
６
万
５
千
円
）

を
購
入
す
る
な
ど
、
竹
田
市
は
豪
雨
災
害
を

教
訓
に
災
害
の
検
証
会
議
を
行
い
、
災
害
に

強
く
、
人
々
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

と
、
災
害
時
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
防
ぐ
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

※注）専決処分とは？
　本来、議会の議決や決定が必要
な事項について、議会招集の時間が
ない場合などに、地方公共団体の長
が議会の議決、決定の前に自ら処理
すること。

↑災害の様子（空から見た農地災害）

↑支援に駆けつけたポンプ車による給水作業

9 月議会等「一般会計補正予算」
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竹田市人事行政の運営等の状況〈平成 23 年度〉
　地方公務員法第 58 条の 2 及び「竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成 23 年度
の竹田市人事行政の運営等の状況について公表します。
　これは、市における人事行政の運営状況の公平性・透明性の確保を図るため、市民の皆さんに公表するものです。

「マンパワーの活用で早期の災害復旧・復興を」
　竹田市の職員数（普通会計）は人口 1 万人当たりの職員数でみると、類似団体の中で 1 番多くなっています。これは
自治体の面積や行政組織の特殊性などもありますが、値だけで比較すると類似団体よりも152 人多い状況にあります。
　そこで竹田市では、事務事業や組織の見直し、退職者不補充などの行財政改革を推進し、職員数削減に努めています。
また、職員数が多い現実に向き合い、そのマンパワーを早期の災害復旧・復興、住民サービスの更なる向上、周辺地
域振興策の強化に役立てていきます。
１．職員の任免及び職員数に関する状況
(1）採用と退職の状況

平成 23 年 4 月1日現在職員数 退職者 採用者 平成 24 年 4 月1日現在職員数
427人 19 人 11 人 419 人

　【職員削減の状況】　Ｈ 23…△６人、Ｈ 22…△ 25 人、Ｈ 21…△ 17 人
（2）部門別職員数の状況

部　門 職員数（人） 対前年
比（人） 部　門 職員数（人） 対前年

比（人）23 年度 24 年度 23 年度 24 年度
福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政
部
門

議　会 4 4 0 特
別
行
政
部
門

教　育 52 53 1
総　務 82 78 △ 4 警　察 0 0 0
税　務 19 17 △ 2 消　防 61 62 1
労　働 1 1 0 小　計 113 115 2
農　水 52 50 △ 2 公

営
企
業
等
部
門

病　院 0 0 0
商　工 10 10 0 水　道 9 9 0
土　木 29 28 △ 1 交　通 0 0 0
小　計 197 188 △ 9 下水道 3 3 0

福
祉
関
係

民　生 55 54 △ 1 その他 21 21 0
衛　生 29 29 0 小　計 33 33 0
小　計 84 83 △ 1 総合計 427 419 △ 8一般行政部門計 281 271 △ 10

（3）定員管理計画の状況

平成 17 年
４月１日
職員数

数　値　目　標 増　減　実　績
平成 27 年
4 月1日
職員数

対 17 年
増減数

対 17 年
増減率

平成 24 年
4 月1日
職員数

対 17 年
増減数

対 17 年
増減率

520 人 399 人 △ 121 人 △ 23.3％ 419 人 △ 101 人 △ 19.4％
2．職員の給与の状況
(1）人件費の状況（平成 23 年度普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
( 平成 24 年 3 月 31日 )

歳出費
Ａ

人件費
Ｂ

職員給与費
Ｃ

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

23 年度 人
　24,623  

千円
18,106,336

千円
4,011,015

千円
2,430,251

％
  22.2

％
13.4 

　※人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬や委員報酬等を含みます。
(2）職員の給与費の状況（平成 24 年度普通会計予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　与　　費 計
Ｂ

1人当り
給与費
Ｂ／Ａ給　料 職　員　手　当

期末・勤勉手当 その他の手当

24 年度 人
408

千円
1,745,034

千円
670,559

千円
291,895

千円
2,707,488

千円
6,636

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　給与費は当初予算に計上された予算額です。
※３　職員数は当初予算積算の基礎となった人数です（市長・副市長は含みません）。
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(3）職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　 (4）職員の初任給の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成24年4月1日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成24年4月1日現在）

区　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 358,000 円 46.3 歳
技能労務職 370,600 円 48.3 歳

※平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までの間は給料月額について管理職（課長職のみ）5％、参事職
　及び管理職以外 3％の減額措置を実施しています。
(5）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（減額後）の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）

区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年
一般行政職 高校卒 215,340 円 265,198 円 316,899 円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。
(6）級別職員数 ( 一般行政職 ) の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）

区　分 １級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 計

標準職務 主　事 主　任 主　査 主査等 課長補佐
係長等

課　長
参　事

課長補佐等
課　長
参　事 課　長

職員数（人） 4 8 37 55 56 60 33 0 253
構成比（％） 1.6 3.2 14.6 21.7 22.1 23.7 13.1 0 100.0

(7）職員手当の状況
①期末・勤勉手当　　　　（平成 24 年 6 月 1 日現在）　　　　②退職手当　　　　　　 （平成 24 年 4 月 1 日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当
  ６月期 1.225 月分 0.675 月分
12 月期 1.375 月分 0.675 月分

役職による加算措置 5 ～ 15％
③諸手当

区　分 項　　　　　　目
扶 養 手 当 配偶者、子ども等を扶養している場合に支給。配偶者 13,000 円、他 6,500 円～ 16,000 円
住 居 手 当 借家（最高 27,000 円）、持家（月額 2,500 円）の区分で支給。
通 勤 手 当 2㎞以上の通勤距離に応じて支給。2,000 円～ 22,640 円
管 理 職 手 当 管理職に対して支給。給料月額の５％～７％
時 間 外 手 当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給
特殊勤務手当 税務職員、ケースワーカー、消防職員、医師職員、清掃センター・衛生センターに勤務する職員

(8）特別職の報酬などの状況（平成 24 年 6 月 1 日）
種　　類 区　　分 給料月額等 減額後給料月額 期末手当

給　　料
市　長 814,000 円 569,800 円

６月期　1.400 月分
12月期　1.550 月分

副市長 653,000 円 555,050 円
教育長 585,000 円 497,250 円

報　　酬
議　長 402,000 円 389,940 円
副議長 362,000 円 351,140 円
議　員 340,000 円 329,800 円

※平成 22 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までの間は、市長 30％、副市長 15％、教育長 15％、各議員報酬 3％
　の減額措置を実施しています。
3．職員の勤務時間および休暇等の状況
(1）勤務時間の状況

1 週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日
38.75 時間 午前 8 時 30 分 午後 5 時 午後 0 時 15 分～午後 1 時 土曜日・日曜日

(2）休暇等の状況
種　　類 概　　　　要 取得状況

年次有給休暇 暦年により20 日付与。20 日を超えない範囲内の残日数を翌年に限り繰り越すことができる。 8.6 日／年
介 護 休 暇 介護を最低２週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する６月の期間内（無給休暇）     　　１人
育 児 休 業 子が３歳に達する日までの期間（無給休暇） 　女性 5 人

※１　取得状況は、平成 23 年 1 月 1 日～平成 23 年 12 月 31 日の暦年での取得状況です。
※２　上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※３　育児休業は、平成 23 年度中に新たに育児休業を取得した人数です。

区　分 初任給 採用後２年経過時
大学卒（減額前） 178,800 円 191,600 円
高校卒（減額前） 144,500 円 158,700 円

勤続年数 自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
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　竹田市では､ 地方公務員法第 42 条の厚生福利制度に基づき､ 職員の福利厚生事業を実施しています。人事行政運
営等の状況の公表の一環として福利厚生事業の実施状況等の概要をお知らせします。

《参考》　地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実施しなけ
　　　　ればならない。〔地方公務員法第 42 条〕

1．職員互助会の運営状況（平成 23 年度）
団体名 会員数 市補助金 公費率 主な事業

竹田市職員共済会 429 人 3,989 千円 30.9％ 給付事業、文化厚生事業、普及事業

※公費率＝公費／（公費＋会員掛金）
2．健康管理事業の状況（平成 23 年度）　　　　　　3．公務災害補償の状況（平成 23 年度）

項　　目 内　　　　容
定期健康診断 基本検査（409 人）

各種がん検診 前立腺がん（113 人・50 歳以上男）
乳がん（84 人・女）

そ の 他
脳疾患検査（58 人・45 歳 50 歳
55 歳 58 歳）
HCV 抗体検査（71 人・20 歳以
上５歳刻み）

●お問い合せ　竹田市総務課職員係　☎ 63-1111（内線 216・217）

4．職員の分限および懲戒処分の状況（平成 23 年度）

分限処分（人） 懲戒処分（人）
免職 降任 降給 休職 計 免職 停職 減給 戒告 計

0 0 0 3 3 0 0 1 0 1

5．職員の服務の状況
　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕しなければな
りません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が課せられています。
　○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務　
　○政治的行為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限
6．職員の研修の状況

研　修　名 内　　　　容

職 場 研 修
竹田セミナー（ビジネスマナー研修、管理者研修、救急研修、若年層職員研修、ユニバーサ
ルデザイン総合学習講座、男女共同参画研修、次世代女性リーダースクールほか）、人権教
育研修ほか

基本・職務研修 課長・課長補佐・係長・中堅職員・新採用研修、契約事務（基本・工事請負）研修、財務実
務研修、法制執務研修、条例等立案改廃研修、税務関係各種研修、指導者養成講座ほか

派 遣 研 修 市町村幹部セミナー、市町村アカデミー研修、市町村国際文化研修所、日本経営協会ほか
体 験 研 修 虹色サマースクールボランティア研修

7．その他
(1) 公平委員会業務の状況（平成 23 年度）
①勤務条件に関する措置の要求の状況　　　　　　　　　②不利益処分に関する不服申立ての状況

措置要求件数
終結件数

0 －

不服申立て件数
終結件数

0 －

福利厚生事業の状況の概要〈平成 23 年度〉

加入団体 認定件数 災害の内容

地 方 公 務 員
災害補償基金
大 分 県 支 部

0 件
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竹
田
市
が
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
政
策
課
題
に
対
し
、
専
門
的

な
見
地
か
ら
協
力
支
援
、
及
び
市

外
に
お
け
る
情
報
発
信
機
能
と
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
『
竹
田
市
政
策

審
議
官
』。

　
８
月
27
日
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

の
開
発
活
動
や
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
中
央
で
活
躍
す
る
、
工
藤

一
郎
氏
を
竹
田
市
政
策
審
議
官
に
任

命
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
が
現
在
展
開
を
し
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
環
境
問
題
等
は
、

こ
れ
か
ら
近
い
将
来
の
新
た
な
『
政

策
課
題
』
と
な
っ
て
く
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
工
藤
氏
の
幅
広
い
知
識
と
専
門
的

な
経
験
を
活
か
し
、
全
国
で
通
用

す
る
政
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
実
家
の
清
川
（
豊
後
大
野
市
）

に
畑
を
ま
だ
作
っ
て
い
る
母
が
ひ
と

り
で
い
ま
す
。
私
は
家
に
帰
る
と
草

刈
機
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
駆
使
し
て
、

今
も
自
宅
周
辺
の
整
備
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
時
か
ら
身
に

付
け
て
お
り
ま
し
て
、
ほ
か
に
も
地

域
の
こ
と
を
か
な
り
理
解
し
て
い
る

自
負
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
で
ど
う
や
っ
た
ら
勝

て
る
か
と
い
う
〝
競
争
力
〟
の
激
し

い
自
動
車
関
係
の
開
発
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
経
験
と
、
地

域
を
繋
ぐ
こ
と
は
、
私
に
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ぜ
ひ
頑
張

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
就
任
の

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

〔
略
歴
〕

　
昭
和
22
年
大
分
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
工
学
部

航
空
学
科
卒
業
後
、
昭
和
50
年
に
富
士
重
工
業
に

入
社
。
ス
バ
ル
車
エ
ン
ジ
ン
設
計
な
ど
技
術
開
発

部
門
に
在
籍
し
、
平
成
13
年
に
商
品
企
画
本
部
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
就
任

し
、
ス
バ
ル
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
開
発
責
任
者
を
務

め
、
同
年
執
行
役
員
に
就
任
。
以
後
、
経
営
陣
の

一
員
（
常
務
）
と
し
て
、
富
士
重
工
業
の
開
発
部

門
を
率
い
た
経
験
を
持
ち
、
ス
バ
ル
テ
ク
ニ
カ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
（
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
の
代

表
取
締
役
社
長
を
歴
任
。 

　
現
在
は
、
エ
コ
ア
ン
ド
ア
ー
ト
テ
ク
ニ
カ
代
表
。

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
動
す
る
一
方
で
、

群
馬
大
学
次
世
代
電
気
自
動
車
研
究
会
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
科
会
長
ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
係
の
開
発
活
動
や
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

工
藤
一
郎
氏
が 「
竹
田
市
政
策
審
議
官
」に
！

　　 インフルエンザ予防接種料を助成します
　　　　　　竹田市では下記の内容でインフルエンザ予防接種料の一部を助成します。
◆対象者◆

対　　　　　象 助成金額 接　　種　　方　　法
① 65 歳以上の方

2,000 円

医療機関の窓口で個人負担額 1,500 円をお支払いください。やむ
を得ず市外（県内）で接種をする場合も、高齢者インフルエンザ
予防接種相互乗り入れ協力医療機関であれば、竹田市が同様に費
用の一部を助成します。
生活保護を受給されている方は無料です。福祉事務所で発行する
証明書を医療機関窓口に提出してください。

② 60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、じ
　ん臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫
　不全ウイルスによる免疫の機能に日常生
　活行動が極度に制限される程度の障がい
　を有する方

③上記に該当しない竹田市国民健康保険の方 1,000 円

市内の協力医療機関で接種する場合は、医療機関の窓口で 1,000
円を差し引いた金額をお支払いください。
やむを得ず協力医療機関以外で接種する場合は、いったん医療機
関の窓口で料金を支払っていただき、保険課または各支所いきいき
市民課で助成金額の請求手続きをしてください。

対象に該当しない方で接種を希望する方は、全額自己負担での接種となります。

◆接種期間◆　平成 24 年 10 月１日から平成
　　　　　　　 25 年１月 31 日までの間、各
　　　　　　　 医療機関の診療時間内
◆接種回数◆　13 歳未満の方は２回接種とな
　　　　　　　 ります。
◆助成回数◆　いずれの方も接種期間内に１回
　　　　　　　 限りの助成です。
◆その他◆
　＊この予防接種は強制的なものではなく、自
　　らの判断で接種を希望する方に行うもので
　　す。接種される場合は、かかりつけの医師
　　と相談のうえ接種してください。
　＊医療機関窓口で保険証を必ず提示してくだ
　　さい。母子健康手帳、健康手帳、お薬手帳
　　等お持ちの方は一緒に提示してください。
　＊接種を希望される医療機関に、必ず事前予
　　約をしてください。

健康一直線

◆協力医療機関◆
医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

伊藤医院 ☎ 75-2222 道全内科 ☎ 63-2270
大久保病院 ☎ 64-7777 秦医院 ☎ 63-2246
加藤内科医院 ☎ 63-2006 みはら整形外科 ☎ 62-3850
久住加藤医院 ☎ 76-0008 柚須医院 ☎ 63-2016
工藤医院 ☎ 63-2304 竹田クリニック ☎ 64-9000
古訓堂黒川クリニック ☎ 63-2358 竹田診療所 ☎ 62-4014
佐藤医院 ☎ 68-2005 竹田医師会病院 ☎ 63-3241
志賀内科 ☎ 63-2083 竹田市立こども診療所 ☎ 63-3838
竹下医院 ☎ 63-3366

協力医療機関ごとに、接種可能な年齢が異なりますので、詳しくは各医療機関
に直接お問い合わせください。
●お問い合せ
　竹田市健康増進課　☎ 63-4810 ／竹田市保険課　☎ 63-1111( 内線 136)
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10
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
は
、

農
作
業
安
全
確
認
運
動
の
期
間
で
す
。

農
繁
期
に
は
農
業
用
機
械
に
よ
る
事

故
が
多
発
し
ま
す
。
安
全
確
認
を
行
い

な
が
ら
無
理
の
な
い
作
業
を
し
ま
し
ょ

う
。

【
機
械
の
整
備
点
検
】

 

・
作
業
前
、
作
業
期
間
中
は
機
械
を
整

　

備
点
検

 

・
機
械
の
整
備
点
検
時
は
、
必
ず
エ
ン

　

ジ
ン
停
止

【
周
囲
の
安
全
・
自
分
の
安
全
】

 

・
圃
場
や
農
道
の
安
全
を
確
認
し
、
危

　

険
個
所
に
は
目
印
設
置

 

・
作
業
中
は
、
常
に
周
囲
の
安
全
確
認

 

・
作
業
中
の
機
械
に
近
づ
か
な
い
。

 

・
作
業
中
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

 

・
作
業
場
所
や
時
間
を
家
族
に
伝
達

【
無
理
の
な
い
ゆ
と
り
の
作
業
】

 

・
無
理
な
作
業
を
せ
ず
、
休
息
し
な
が

　

ら
作
業
す
る
。

 

・
機
械
の
無
理
な
操
作
を
し
な
い
。

農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て

　

農
薬
に
よ
る
事
故
防
止
と
効
果
的

な
防
除
の
た
め
、
農
薬
に
関
す
る
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
て
「
安
心
・
安
全
」

な
農
作
物
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
農
薬
使
用
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
必
ず
説
明
書
を
読
み
、
適
用
作
物
や

　

病
害
虫
、
使
用
方
法
な
ど
確
認
し
て
、

　

使
用
基
準
に
従
っ
て
正
し
く
使
用
す

　

る
。

②
散
布
時
は
、
農
薬
が
周
辺
に
飛
散
し

　

な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
、
特
に
風
の

　

強
い
日
は
農
薬
を
散
布
し
な
い
。

③
農
薬
を
散
布
し
た
ら
防
除
日
誌
を
必

　

ず
記
帳
す
る
。

【
効
果
的
に
病
害
虫
を
減
ら
す
工
夫
】

①
病
害
虫
の
早
期
発
見
・
早
期
対
策
で

　

防
除
効
果
を
高
め
る
。

②
多
肥
栽
培
を
避
け
、
適
切
な
管
理
で

　

健
全
な
生
育
を
促
す
。

③
栽
培
圃
場
や
隣
接
す
る
花
壇
、
家
庭

　

菜
園
な
ど
の
定
期
的
な
防
除
や
除
草

　

で
病
害
虫
の
進
入
を
防
止
す
る
。

【
農
薬
の
保
管
・
管
理
】

①
農
薬
は
適
切
に
保
管
し
て
安
全
管
理

　

に
努
め
る
。

②
出
荷
調
整
作
業
場
に
は
農
薬
を
保
管

　

し
な
い
。

【
一
部
農
薬
の
劇
毒
物
指
定
に
つ
い
て
】

　

10
月
１
日
か
ら
、
次
の
２
種
の
成
分

を
含
む
農
薬
が
「
劇
毒
物
」
に
指
定
さ

れ
、
取
扱
い
に
変
更
が
あ
っ
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
表
１
）

※
取
扱
い
の
主
な
変
更
点

①
保
管
場
所
や
保
管
方
法
が
変
わ
り

　

ま
す
。

②
在
庫
品
に
医
薬
外
劇
物（
又
は
毒
物
）

　

を
表
示
し
ま
す
。

③
購
入
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
農
薬
に
よ
っ
て
は
施
設
で

の
使
用
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

園
芸
品
目
：
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通

部
（
☎
６
３-

３
１
７
７
）
／
Ｊ
Ａ
大

分
県
竹
田
事
業
部
園
芸
課
（
☎
６
３-

１
２
２
４
）

米
麦
大
豆
：
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振

興
部
（
☎
６
３-

１
１
７
２
）
／
Ｊ
Ａ

大
分
県
竹
田
事
業
部
農
産
課
（
☎
６
３

-

４
９
９
４
）

農
作
業
の
安
全
は
、家
族
の
安
心

　
秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

「毒物」指定…酸化フェンブタスズ剤が含ま
れる農薬
　　　農薬名　オサダン水和剤 25
　　　　　　　オサダンフロアブル
　　　　　　　ツインパックフロアブル

「劇物」指定…ジチアノン剤が含まれる農薬
　　　　農薬名　デランフロアブル
　　　　　　　　デランＴ水和剤
　　　　　　　　デランＫ（水和剤）
　　　　　　　　ジアリン水和剤

◇対象施設の概要 
　①名　　称　竹田市荻堆肥センター
　②所 在 地　竹田市荻町高練木 1789 番地
　③併用開始　平成 16 年６月 30 日
◇指定管理者として行う業務の範囲
　⑴施設の維持管理及び修繕に関する業務
　⑵堆肥製造に関する業務
　⑶堆肥販売に関する業務
◇指定期間
　平成 25 年４月１日から平成 28 年 3 月 31 日まで
　（指定期間中、会計年度（4 月 1 日から翌年の 3 月 31
　日まで）ごとに、竹田市と細目を定める協定を締結す
　るものとします）
◇応募者説明会
　⑴内　容　　　
　　応募方法、応募書類、指定管理業務等について説明

　　会を開催します。
　　仕様書、審査項目、標準管理運営費積算表は、説明
　　会で配布します。
　　参加者は、応募を予定する１法人等又は１グループ
　　について２名以内とします。
　　説明会の当日は、併せて現場説明会も開催します。
　⑵日　時　平成 25 年１月 11 日㈮　9：30 ～
　⑶場　所　竹田市役所３階会議室
◇応　募
　⑴提出期間　平成 25 年１月 18 日㈮～２月 1 日㈮　
　（閉庁日を除く 8：30 ～ 17：00）
　＊郵送の場合は当日消印有効とします

●お問い合せ　竹田市農政課（担当：羽田野）
　〒 878-8555　竹田市大字会々 1650 番地
　☎ 63-1111（内線 262）　FAX63-3990

竹田市荻堆肥センター指定管理者募集
　竹田市農政課では、竹田市荻堆肥センター施設の利用を最大限に発揮するとともに、効率的な管理運営を行うこと
ができる指定管理者を募集します。

表 1
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11月１日は、「おおいた教育の日」です！
平成 24 年度　「おおいた教育の日」普及期間（10/1 〜 11/30）関連行事（主なもののみ）

事業・行事名 主　　催　　者 実施日時 開催場所 概　　　　　　　要

体育研究発表会 大分県小学校体育研究会
（祖峰小学校　☎ 62-2956） 10 月 23 日㈫ 祖峰小学校 小体研の研究協力校として授業発表

学校公開日 岡本小学校（☎ 62-2900） 10 月 30 日㈫ 岡本小学校 午前中、学校公開（授業公開・校長との懇談）

人権講演会及び親子ふれあ
い集会

荻小学校ＰＴＡ
（荻小学校　☎ 68-2006）

10 月 20 日㈯
10:30 ～ 15:00 荻小学校 高崎山管理公社の尾藤恭子さんによる人権

講演会。親子ふれあい集会

城原っ子フェスティバル 城原小学校（☎ 66-2013） 11 月 17 日㈯ 城原小学校 児童全員で取り組んだ米作りの収穫祭と学
習発表会

祖父母学級（中学年） 久住小学校（☎ 76-0019） 11 月 16 日㈮ 久住小学校体育館 ３・４年生と高齢者が昔の遊びを交えて交流

校内文化祭 久住中学校（☎ 76-0049） 11 月 24 日㈯ くじゅうサンホール 生徒たちの演劇、合唱の発表と教科作品の
展示

いも掘り集会 しらゆり幼稚園（☎ 63-2223） 11 月上旬 竹田南高校付近の畑 全園児と竹田南高校生との交流とさつま芋
の収穫

チャレンジ大会 白丹小学校（☎ 76-1151） 10 月 23 日㈫ 白丹小学校体育館 体育学習（跳び箱運動・鉄棒運動）の発表

家族オリエンテーリング 白丹小学校ＰＴＡ
（白丹小学校　☎ 76-1151） 11 月 4 日㈰ 白丹小学校校区

（米賀・尾登）
児童と家族で地域のゴミを拾ったり文化財
等を見たり

学校公開日・ごみ０大作戦Ⅱ 菅生小学校（☎ 65-2221） 11 月 13 日㈫ 菅生小学校、禰疑野神社
他 授業公開と菅生地区の清掃活動

食育推進事業研究発表会 祖峰小学校（☎ 62-2956） 11 月 20 日㈫ 祖峰小学校 地域・保護者と連携した食育の実践発表

竹田市日本語弁論大会 竹田教育振興協議会
（直入教育会館　☎ 63-3105） 11 月 29 日㈭ 竹田中学校 市内中学生による日本語の弁論大会

瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 竹田教育振興協議会
（直入教育会館　☎ 63-3105） 11 月 1 日㈭ 9:00 ～ 竹田中学校 市内の幼稚園・小学校・中学校による演奏

発表会

強歩大会 竹田高等学校（☎ 63-3401） 11 月 23 日㈮ 竹田高校～長湯・久住 男子 40㎞、女子 20㎞を走り抜く

全日本高等学校
声楽コンクール

瀧廉太郎記念音楽祭実行委員会
（生涯学習課　☎ 76-0715） 10 月 19 日㈮～ 21 日㈰ 久住サンホール 全国から高校生が集う声楽コンクール

地域ふれあい作品展 竹田支援学校（☎ 63-0722） 11 月 2 日㈮～ 9 日㈮
9:00 ～ 21:00 サンリブ竹田店 授業の様子や、授業で制作した絵画、作品等

の紹介

なかよし幼稚園 竹田市公立幼稚園会
（直入幼稚園　☎ 75-2230） 11 月 12 日㈪ 南部小学校 竹田、南部、直入の３幼稚園児のにぎやかな

交流会

竹田市駅伝大会 竹田市中学校体育連盟
（竹田中学校　☎ 63-1070） 10 月 30 日㈫ 久住町のマラソンコース 市内全中学校参加の駅伝大会。毎年多数観

戦あり

ＰＴＡ日曜参観 竹田小学校ＰＴＡ
（竹田小学校　☎ 63-1062） 10 月 21 日㈰ 竹田小学校 授業参観、ウォークラリー、校区内を親子で

探索
竹田人権教育研究会

（研究発表）
竹田人権教育研究会

（豊岡小学校　☎ 63-1063） 11 月 8 日㈭ 都野中学校・都野小学校 保護者や市民参加で、人権教育の研究発表

文化祭（蛍雪祭） 竹田中学校（☎ 63-1070） 11 月 23 日㈮ 竹田中学校 演劇、展示、演奏など文化的な活動の発表

竹田市学力向上指定研究発
表会、授業公開 竹田南部中学校（☎ 63-1072） 10 月 18 日㈭ 竹田南部中学校 全学級の授業公開、研究発表

第 2 回オープンスクール 竹田南高等学校（☎ 63-3223） 11 月 3 日㈯ 9:00 ～ 15:00 竹田南高等学校 授業・部活動・学食の見学と体験（対象：中
学生、保護者 ) 事前申込必要

文化祭 直入中学校（☎ 75-2260） 11 月 23 日㈮ 直入中学校 学年劇・合唱・作品展示等

幼・保・小１年生交流会 直入小学校、直入幼・なおいり保
育園（直入小学校　☎ 75-2250） 11 月 14 日㈬ 10:30 ～ 直入小学校 滑らかな接続を求めて交流を深める

ふれあい学級 直入小学校ＰＴＡ
（直入小学校　☎ 75-2250） 10 月 25 日㈭ 直入小学校 授業公開、地域の方々・祖父母・保護者との

交流活動

幼保交流会 直入幼稚園・なおいり保育園
（直入幼稚園　☎ 75-2230） 11 月 6 日㈫ 11:00 ～ なおいり保育園 幼稚園・保育園の子ども同士で、遊んだり

食べたりして交流

南部小ふれあいフェスタ 南部小学校・ＰＴＡ
（☎ 63-1064） 10 月 21 日㈰ 南部小学校 授業公開・地域の方々等とのふれあい授業・

バザー

第21回入田地区合同文化祭 入田地区社会福祉協議会
（入田分館　☎ 62-2955） 11 月 23 日㈮ 祖峰小学校（体育館） 高齢者を招待、祖峰小学生の学習発表もあり

清掃登山 三重総合高等学校久住校
（☎ 77-2200） 11 月 1 日㈭ 黒　岳 50 年以上続けている活動

文化祭 緑ヶ丘中学校生徒会
（☎ 68-2012） 11 月 23 日㈮ 荻総合福祉健康センター 演劇、合唱の発表、絵画等や教科作品の展示

音楽発表会 緑ヶ丘中学校生徒会・荻小学校児
童会（荻小学校　☎ 68-2006） 10 月 25 日㈭ 13:50 ～ 14:30 荻小学校 緑ヶ丘中学校生徒と荻小学校児童の音楽発

表会

努力遠足 都野小学校（☎ 77-2003） 10 月 12 日㈮ 黒　岳 地域サポーター・保護者の方と一緒に登山

文化祭 都野中学校（☎ 77-2004） 11 月 23 日㈮ 都野中学校 学年劇・合唱・作品展示等

学校公開（敬老福祉・食彩
まつり） 宮城台小学校（☎ 66-2053） 10 月 28 日㈰ 宮城台小学校 学校の授業を公開し、地域行事にも全校で

参加する
教育講演会並びに着ぐるみ
人形劇

竹田市公立幼稚園 PTA 連合会
（南部幼稚園　☎ 63-1084） 11 月 8 日㈭ 18:00 ～ 竹田市総合社会福祉セン

ター
保護者には就学前教育講演、子どもたちに
は人形劇

「親子で聞く講演会」
「親子ふれあいレク」

豊岡小学校・PTA
（豊岡小学校　☎ 63-1063） 11 月 4 日㈰ 豊岡小学校 アフリカンサファリの神田岳委先生の講演

と親子レクリェーション

詳細は、各行事の主催者までお問い合わせください。
竹田市教育推進連絡協議会（事務局：竹田市教育委員会　学校教育課　☎ 63-4833）
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おし花で童謡童話作家・
　　佐藤義美の世界を描く

　〜第 20 回おし花会「いちりん草」展示会〜

↑幻の岡城天守閣と打ち上げ花火

文化の力で元気になって！
　「第９回久住文化協会発表会」が９月１日、
久住公民館で開催されました。書道や手芸、
能面などの展示や囲碁大会のほか、コーラス
や詩吟、舞踊などのステージ発表が行われ、
久住文化協会会員は日頃の練習の成果を披
露しました。
　ステージに登壇した神田長徳久住文化協
会会長は、「文化、芸術は生活の潤滑油。今
後も多くの方が参加をしていただき、発展を
目指したい」と挨拶を述べました。

　

生
き
生
き
と
し
た
花
の
表
情
や
自

然
の
ま
ま
の
美
し
い
色
で
描
く
『
押

し
花
』作
品
を
制
作
す
る
グ
ル
ー
プ
、

お
し
花
会
「
い
ち
り
ん
草
」（
安
松

裕
子
代
表
）
が
20
年
目
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
、
第
20
回
展
示
会
が
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
犬
の
お
ま
わ

り
さ
ん
」
で
お
な
じ
み
の
市
内
出
身

童
謡
童
話
作
家
、
佐
藤
義
美
の
作
品

を
題
材
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
作
品
を
主

に
展
示
。
身
近
な
草
花
で
彩
り
鮮
や

か
に
描
か
れ
た
作
品
が
館
内
に
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
藤
義
美
記
念
館
名
誉
館

長
の
稗
田
宰
子
さ
ん
は
「
個
性
的
で

深
く
幅
が
あ
り
、
驚
き
感
動
し
ま
し

た
」
と
言
葉
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。 ↑「色合いがいいなあ」と来場客のみなさん

 

９
月
７
日
、
３
８
０
年
の
歴
史
が
あ
る

伝
統
行
事
、
岡
神
社
例
祭
「
善
神
王
祭
」

（
ぜ
じ
ん
の
さ
ま
）
が
広
瀬
神
社
下
広
場

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

善
神
王
は
、
武た

け
う
ち
す
く

内
宿
禰ね

様
の
こ
と
で
、

県
内
で
は
、
大
分
市
の
加
来
神
社
、
国

東
市
の
赤
根
社
・
古
幡
社
、
竹
田
市
の

岡
神
社
・
広
瀬
神
社
で
善
神
王
祭
が
齋

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
櫓
に
小
松
明
が
灯

さ
れ
る
と
、
幻
の
岡
城
・
三
層
天
守
閣

が
夜
空
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

闇夜に浮かぶ、
幻の岡城・天守閣！
　「善神王祭」が開催

↑「月の中」↑「おすもうくまちゃん」

↑「百まんにんの雪にんぎょう」

↑トンネル内に設置された、美しい「竹ほたる」

「犬のおまわりさん」　　→
佐藤義美の世界をイメージ
した作品が並ぶ 
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集
中
豪
雨
の
た
め
会
場
の
文
化
会

館
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、
開
催
が

延
期
さ
れ
て
い
た
、
２
０
１
２
人
権
啓

発
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
た
け
た『
第
８
回
人

権
を
守
る
市
民
の
つ
ど
い
』
が
８
月
27

日
、
直
入
公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
、
歌
説
法
で
お
な

じ
み
の
南
慧
昭
（
南
陽
山
勝
光
寺
住

職
）
さ
ん
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
人

生
の
教
訓
を
講
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
、「
第
27
回
大
分
県
消

防
操
法
大
会
」
が
由
布
市
の
大
分
県

消
防
学
校
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
の
部
は
直
入
方
面
隊
第

１
分
団
第
４
部
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部

は
久
住
方
面
隊
第
１
分
団
第
２
部
が

そ
れ
ぞ
れ
出
場
。
地
域
の
誇
り
を
胸

に
、
出
場
団
員
は
精
一
杯
の
操
法
を

演
じ
、
と
も
に
準
優
勝
と
い
う
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

「
国
体
」
出
場
者
の
活
躍
を
期
待 

　
９
月
29
日
か
ら
10
月
９
日
に
か
け

て
開
催
さ
れ
る
「
第
67
回
国
民
体
育

大
会
（
岐
阜
清
流
国
体
）」
の
山
岳

競
技
（
少
年
男
子
）
に
出
場
す
る
竹

田
高
校
教
員
の
合
澤
哲
郎
監
督
と

島
田
蒼
也
く
ん
（
竹
田
高
３
年
／
豊

後
大
野
市
清
川
町
出
身
）、
原
田
隆

弘
く
ん
（
竹
田
高
３
年
／
嫗
岳
地
区

出
身・竹
田
南
部
中
）
が
９
月
20
日
、

出
場
報
告
に
市
本
庁
舎
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

代
表
し
て
原
田
く
ん
が
「
仲
間
や

家
族
、
そ
し
て
自
分
の
た
め
に
も
上

位
を
目
指
し
た
い
」
と
熱
く
決
意
表

明
。
全
国
の
舞
台
で
す
ば
ら
し
い
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

☆
そ
の
他
の
竹
田
市
出
身
「
国
体
」
出
場
者
の
み
な

　
さ
ん
（
敬
称
略
）

【
陸
上
競
技
】成
年
男
子・走
り
高
跳
び　
菅
隆
徳（
順

天
堂
大
学
３
年
／
荻
町
出
身
・
緑
ヶ
丘
中‒

鶴
崎
工
）

【
剣
道
】
少
年
女
子
・
次
鋒　

深
田
梨
央
（
県
立
三

重
総
合
高
校
３
年
／
松
本
地
区
出
身
・
竹
田
南
部
中
）

【
山
岳
】
成
年
男
子　
荒
巻
泰
裕
（
関
東
学
院
大
学

３
年
／
久
住
町
出
身
・
久
住
中‒

竹
田
高
）、
一
宮
大

介
（
大
阪
産
業
大
学
１
年
／
荻
町
出
身
・
緑
ヶ
丘
中

‒

竹
田
高
）

↑地域と交流を深める別府大学の学生のみなさん

人権を守る市民のつどい

「県消防操法大会」でＷ準優勝！

↑九州ブロック大会で総合１位に輝いた
　島田・原田選手

竹
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
教
養
セ
ミ
ナ
ー
開
講

　
９
月
15
日
、
大
分
県
立
竹
田
高
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
地
域
に
密
着
し
た
学
校
を

目
指
す
た
め
、
学
校
や
地
域
の
活
性

化
に
役
立
つ
教
養
セ
ミ
ナ
ー
『
竹
高

館
』（
全
７
回
）
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
講
師
は
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
元
顧
問
の
大
石
巌
氏
。
経
営
経

験
を
踏
ま
え
て
、
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
「
世
界
の
中
の
日

本
経
済
」
を
わ
か
り
や
す
く
講
じ
て

く
れ
ま
し
た
。

↑「子どもたちは自分の言葉で話す大人に育って」と大石さん

　

別
府
大
学
に
よ
る
城
原
地
区
・
宮

城
地
区
の
民
俗
学
調
査
が
９
月
10
日

「
民
俗
学
調
査
」
開
始
！

別
府
大
学
生
が
地
域
交
流

～
12
日
に
か
け
て
、
学
生
11
名
、
教

授
１
名
の
12
名
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
調
査
は
地
域
と
の
連
携
に
よ

る
学
術
調
査
で
あ
り
、
地
域
の
協
力

を
得
な
が
ら
３
か
年
か
け
て
学
生
が

民
俗
学
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。
今

後
の
調
査
に
よ
り
地
域
の
歴
史
・
文

化
の
解
明
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、９
月
10
日
に
は
、城
原
地
区・

宮
城
地
区
の
方
々
と
学
生
に
よ
る
交

流
会
が
行
な
わ
れ
、
地
域
の
文
化
財

や
伝
統
芸
能
の
話
し
な
ど
、
地
域
の

人
々
と
の
語
ら
い
に
華
が
咲
き
大
盛

況
で
し
た
。

安全運転「事故ゼロ」いつまでも！
　直入町地域では平成 19 年３月 17 日以
降、交通死亡事故０件を維持し続け、平
成 24 年９月６日で 2000 日目を迎えま
した。これを記念し、直入町「交通死亡
事故ゼロ」2000 日達成の記念式典が開
催されました。
　吉野和男交通安全協会竹田支部長は

「今後も 1 件でも事故が減るよう取り組
んでまいりたい。」と話していました。

お詫びと訂正　広報竹田 9 月号（P14）の「久住高原祭り」の記事の中で、「一休の知恵くらべ（新町連中）」と「一の谷の合戦（下町連）」
　　　　　　　の写真が入れ替わっておりました。お詫びして訂正します。（秘書広報課）

↑「安全運転」の呼びかけを行う交通安全協会のみなさん



広報たけた 平成 24 年10 月号 18

　

直
入
町
の
原
に「
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
」の
文
字
入
り
石

製
墓
碑（
写
真
③
）が
あ
る
。
こ
れ
は
サ
ン
チ
ャ

ゴ
の
鐘
や
聖
ヤ
コ
ブ
石
像
と
同
等
の
大
い
に

稀
少
価
値
の
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
語
る
前
に
直
入
町
と
キ

リ
ス
ト
教
の
関
連
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

意
外
に
も
岡
藩
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の

歴
史
は
、
城
下
町
で
は
な
く
直
入
か
ら
先
に

始
ま
っ
た
。
今
で
は
聞
き
な
れ
な
い
地
名
だ

が
、
か
つ
て
、
下
河
原
、
原
、
新
田
の
周
辺
は

「
朽く

た
み網
」
と
呼
ば
れ
、
ザ
ビ
エ
ル
が
大
友
宗
麟

か
ら
府
内
に
招
か
れ
た
２
年
後
に
朽
網
に
も

宣
教
師
が
来
て
い
る
。
そ
の
朽
網
を
支
配
し

て
い
た
の
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
大
友
宗
麟

家
臣
の
「
朽く

た
み網

宗そ
う
さ
く策

」
で
あ
る
。
朽
網
氏
は

キ
リ
ス
ト
教
に
感
銘
を
受
け
、
自
身
も
「
ル

カ
ス
」
と
い
う
教
名
を
名
乗
り
、
家
族
や
家

臣
を
た
だ
ち
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
帰
依
さ
せ
、

１
５
５
３
年
に
は
朽
網
で
２
６
０
人
が
洗
礼

を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
も
信
者
は
急
増
し
、

つ
い
に
朽
網
は
当
時
の
日
本
で
「
キ
リ
ス
ト
教

八
大
布
教
地
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、宣
教
師
の
報
告
書
に
よ
っ
て

朽
網
の
名
前
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
か
ら
ロ
ー

マ
法
王
、ひ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト

教
国
に
ま
で
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
は
、
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て

流
行
の
最
先
端
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
そ
の

文
化
が
直
入
に
は
存
在
し
た
。
豊
後
で
最
初

の
教
会
と
ミ
ゼ
ル
コ
ル
デ
ィ
ア
（「
慈
悲
の
家
」

の
意
味
で
、
現
代
で
言
う
総
合
福
祉
施
設
の

よ
う
な
も
の
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
朽
網
は
府

内
と
長
崎
を
結
ぶ
キ
リ
シ
タ
ン
ロ
ー
ド
の
途

中
で
あ
り
、
宣
教
師
は
必
ず
朽
網
に
立
ち
寄
っ

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
最
新
の
情
報
や
文
化

が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
決
し
て
不

思
議
で
は
な
い
。

　

さ
て
、
話
は
冒
頭
の
「
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
」
墓
碑
に

戻
る
。「
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
」
の
意
味
は
「
ユ
ダ
ヤ
人

の
王
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
」
の
略
で
あ
り
、
本
来

は
写
真
②
の
よ
う
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が

磔は
り
つ
けの
刑
に
処
せ
ら
れ
た
際
、
罪
状
を
書
い
た

「
す
て
札
」
と
し
て
十
字
架
の
先
端
に
取
り
つ

け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
墓
碑
は
、
１
５
８
５
年

に
豊
後
国
内
で
80
基
製
造
さ
れ
た
Ｔ
字
型
石

碑
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
日
本

国
内
に
現
存
す
る
も
の
は
４
基
の
み
と
言
わ

れ
て
お
り
、
日
向
塚
に
あ
る
Ｔ
十
字
の
残
欠

を
含
め
る
と
そ
の
内
の
２
基
が
直
入
に
残
っ

て
い
る
こ
と
と
な
る
。

　

本
来
、
こ
の
石
碑
は
現
在
地
か
ら
少
し
離

ミステリアス！竹田キリシタン ③

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン　
③　
直
入
編
〔
前
編
〕

キ
リ
ス
ト
教
日
本
八
大
布
教
地
で
あ
っ
た

直
入
町
朽く

た

み網
の
謎ミ

ス
テ
リ
ー

に
迫
る

竹
田
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
語
る
上
で
直
入
の
歴
史
は
外
せ
な
い
。
そ
こ
に
は
温
泉
地
と
別
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
顔
を
持
つ
直
入
が
あ
る
。

16
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
直
入
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
関
わ
り
に
光
を
あ
て
た
時
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
、
聖

ヤ
コ
ブ
石
像
、
そ
し
て
直
入
の
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
墓
碑
と
い
う
、
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
の
「
三
種
の
神
器
」
が
勢
揃
い
す
る
。
こ
れ
だ
け
の
大

物
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
が
残
っ
て
い
る
町
が
他
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、そ
れ
だ
け
の
物
が
な
ぜ
、竹
田
に
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

れ
た
「
梅
墓
」
と
い
う
窪
地
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
ル
カ
ス
（
朽
網
氏
）
は

「
教
会
を
作
り
死
者
を
葬
る
地
所
を
垣
で
囲
っ

て
、
そ
の
中
央
に
石
の
大
き
な
十
字
架
を
立

て
、
自
分
が
死
ん
だ
ら
そ
の
十
字
架
の
下
に

埋
葬
せ
よ
」
と
命
じ
た
こ
と
が
宣
教
師
の
書

簡
に
残
っ
て
い
る
（
結
城
了
悟
著
『
最
初
の

イ
ル
マ
ン
』）。
そ
の
記
述
に
基
づ
け
ば
、
こ

の
墓
碑
は
ル
カ
ス
の
墓
に
建
て
ら
れ
た
十
字

架
の
先
端
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ

の
周
囲
に
は
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
近
く
に
最
近
見
つ
か
っ
た
ミ

ス
テ
リ
ア
ス
な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
頭

に
被
っ
た
烏
帽
子
に
十
字
架
が
彫
ら
れ
た
菅

原
道
真
ら
し
き
（
な
ぜ
か
顔
が
削
り
取
ら
れ

て
い
る
）
人
物
の
木
製
座
像
（
写
真
④
）
で
、

そ
れ
が
納
め
ら
れ
て
い
る
箱
に
は
「
生
月
神

社
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
生
月
と
は
長
崎
県

平
戸
に
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
島
と
し
て
有
名

な
「
生
月
島
」（
現
：
生
月
町
）
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
十
字
架
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
に
用
い
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
な
ぜ
、
そ
れ
が
直
入
に
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
興
味
深
い
こ
と
に
、

こ
の
座
像
は
直
入
で
最
大
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓

地
（
写
真
①
）
の
そ
ば
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

迫
害
の
厳
し
か
っ
た
生
月
島
か
ら
難
を
逃
れ

る
た
め
に
宣
教
師
が
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
さ
に
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
あ
る
。

　

次
回
は
、直
入
編（
後
編
）と
し
て
、「
聖
水
」の

成
分
と
炭
酸
泉
の
関
連
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

出
典
：
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、直
入
町
誌
、フ
ロ
イ
ス
著
「
日
本
史
」
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②イエス・キリストが磔になった
　時の画像。十字架の先端に
　見えるのがＩＮＲＩと書かれた
　「すて札」である。

③直入町原にあるＩＮＲＩの石製
　墓碑。国内に４つ現存するう
　ちの１つ。稀少なキリシタン
　遺物である。

④菅原道真らしき人物の木製座像。頭に被った烏帽
　子に十字架が大きく彫られている。隠れキリシタ
　ンの信仰に用いられたのだろうか。
⑤木製座像が納められている木箱。奥に「生月神社」
　と書かれている。なぜ、直入にあるのだろうか。

〔
制
作
・
竹
田
市
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
〕

②⑤ ④

③

①

①直入町柚柑子の大規模キリシタン墓地。美 
　しい竹林の中に墓石が規則性を持って並ん
　でいる。これだけの大規模な墓地は珍しい。

➡
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健康情報

  

こ
こ
ろ
の
病
気
か
も
？
と
思
っ
た
ら
…

（
体
験
者
／
50
代
・
女
性
）

　
「
３
年
前
、
眠
れ
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
な

ど
の
症
状
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
更
年
期
か
な
と
思
い
、
婦
人
科
や
内
科
な

ど
あ
ち
こ
ち
受
診
し
ま
し
た
が
、
異
常
な
し

と
い
わ
れ
続
け
、
次
第
に
家
事
や
仕
事
に
支

障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
仕
事
を
休
み
始
め
た
時
、
友
人
が
お
見
舞

い
に
来
て
く
れ
、
心
療
内
科
の
受
診
を
私
と

主
人
に
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。
自
分
は
こ
の

苦
し
み
か
ら
逃
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ま
さ
か
心
の
病
気
だ
と
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
主
人
が
付
き
添
い
病
院
へ
。
受
診
の
結
果
、

『
う
つ
病
』
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
通
院
と

自
宅
療
養
で
治
療
し
、
現
在
は
服
薬
も
な
く

な
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
み
の
通
院
で
す
。

職
場
に
も
復
帰
し
、
家
事
も
仕
事
も
以
前
と

同
じ
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
は
受
診
を

勧
め
て
く
れ
た
友
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

  

心
の
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
／
60
代
・
女
性
）

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
け
、
現
在

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
様
々
な
生
活
問
題
を

抱
え
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
私
は
、
心
配
な

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
方
の
相
談
を
友
人

か
ら
受
け
ま
し
た
。
行
政
に
相
談
す
る
と
、

自
宅
に
出
向
き
、
話
し
相
手
に
な
っ
て
欲
し

い
と
言
わ
れ
、
悩
ん
で
い
る
方
の
お
手
伝
い

が
少
し
で
も
出
来
る
の
で
あ
れ
ば
…
と
の
思

い
で
、
毎
週
訪
問
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
お
互
い
が
全
く
初
対
面
の
た
め
、
は
じ
め

は
会
話
も
ス
ム
ー
ズ
に
続
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
愛
犬
の
こ
と
や
庭
先
の
草
花
の
こ
と
な

ど
、
少
し
ず
つ
話
題
を
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
方
は
、
近
所
の
方
と
ち
ょ
っ
と
し
た

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
悩
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、

私
は
相
手
の
話
を
忍
耐
強
く
、
し
っ
か
り
と

聞
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
相
手
の
ニ
ー
ズ
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
専
門
機
関
に
繋
げ
る
事
が

私
た
ち
の
役
目
。
少
し
で
も
安
心
し
て
話
が

で
き
る
関
係
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
訪
問
を
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
て
、
徐
々
に

心
を
開
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
頃

で
は『
あ
の
人
も
か
わ
い
そ
う
な
人
や
。
し
ょ

う
が
ね
え
な
ぁ
…
』
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

る
よ
う
な
言
葉
も
。
何
か
趣
味
を
見
つ
け
よ

う
と
新
聞
を
読
ん
だ
り
、
サ
ロ
ン
に
参
加
す

る
等
、
前
向
き
な
姿
勢
が
う
か
が
え
、
私
た

ち
も
安
心
し
て
い
ま
す
。

　
良
い
対
人
関
係
を
目
指
し
、
安
心
し
て
楽

し
く
元
気
な
生
活
が
送
れ
る
お
手
伝
い
が
で

　
特
集 「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
を
保
つ
た
め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と　

き
る
よ
う
に
、
今
後
も
微
力
な
が
ら
積
極
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

う
つ
病
は
、
退
職
・
失
業
・
大
切
な
人
を

亡
く
し
た
等
、
生
活
の
急
な
変
化
が
き
っ
か

け
で
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
、
誰
も
が
な
る
可

能
性
の
あ
る
疾
患
で
す
。
周
囲
の
方
で
ひ
ど

く
落
ち
込
み
、「
表
情
が
無
い
」「
眠
れ
な
い
」

「
食
欲
が
な
い
」
等
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
自

分
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
る
方
が
い
る

だ
け
で
も
症
状
は
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
う
つ
病
は
治
療
を
し
た
ら
治
る
病

気
で
す
。
２
週
間
以
上
続
く
時
は
、
相
談
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
（
周
囲
の
方
は
「
一

緒
に
受
診
し
て
み
よ
う
」
と
声
を
か
け
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
）。
み
ん
な
の
支
え
合
い
で『
こ

こ
ろ
』
を
健
康
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
健
康
増
進
課

　

☎
６
３-

４
８
１
０

　
私
た
ち
は
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
起
こ
っ
た
時
や
ス
ト
レ
ス
状
態
が
長
く
続
く
と
心
の
元
気
を
な

く
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
体
験
を
さ
れ
た
方
、
支
え
と
な
る
「
傾
聴
相
談
」
の
相

談
員
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
す
る
方
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

人と
話し、笑う事がいちばん！

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
。

〔保健師よりワンポイント〕
笑いはストレスがかかったときに副腎から分泌される

『ストレスホルモン』を減少させる効果があります。

い
つ
も
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
が
必
ず
い
ま
す
！
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health information

　

９
月
９
日
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
講
演
会
」
が
竹
田
市
総
合
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
竹
田
市
健
康
増
進
課
の

白
石
美
智
代
保
健
師
か
ら
、『
竹
田

市
の
自
殺
の
現
状
と
予
防
』
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
市
は

全
国
平
均
よ
り
自
殺
率
が
高
い
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
「
一
人
で
悩
ま
ず

に
人
に
話
す
こ
と
が
予
防
に
な
る
。

周
囲
の
人
が
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付

き
、話
を
聴
き
、
必
要
な
時
は
専
門

保健
だより
保健
だより
健
康 一 直

線

↑「震災時、最大の頼りは『人のネットワーク』。芋づる式
　に人と人の繋がりを広げよう！」と話す志賀所長

  

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

家
に
繋
ぐ
よ
う
に
心
掛
け
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
竹
田
市
仙
台
事
務
所
長

の
志
賀
秀
一
氏
（
㈱
東
北
地
域
環
境

研
究
室
代
表
）
を
講
師
に
迎
え
、『
み

ん
な
で
一
緒
に
元
気
に
な
ろ
う
！
～

震
災
が
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
こ
と

～
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た

　
「
平
時
に
自
分
の
地
域
を
確
認
し
、

声
か
け
を
し
て
い
く
事
で
自
分
は
一

人
じ
ゃ
な
い
と
感
じ
、
人
と
人
と
の

繋
が
り
が
深
ま
る
。
お
互
い
を
忘
れ

ず
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
が
大
事
」

　

志
賀
事
務
所
長
は
、
東
日
本
大
震

災
の
体
験
談
を
交
え
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
時
の
竹
田
市
か
ら
の

心
の
こ
も
っ
た
支
援
は
決
し
て
忘
れ

な
い
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま

し
た
。

　

同
日
、
竹
田
ほ
ほ
え
み
の
会
（
精

神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）
に
よ

る
バ
ザ
ー
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
こ

の
収
益
金
は
今
回
の
災
害
の
義
援
金

と
保
健
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
）

↑ほほえみの会によるバザー

あなたの心に寄り添う　傾聴ボランティア養成講座募集
　「相手の話を聴く」簡単で難しいことなのです。自分の思い込みで先走り言葉を口にしてしまったり、つい
意見を押し付けて相手に不快感を与えてしまった！そんな経験ありませんか？
　竹田市では、傾聴ボランティア養成講座を下記のとおり開催します。皆さまのご参加をお待ちしています。
　◆受講対象者
　・傾聴ボランティアに関心のある市
　　民 20 名程度
　・原則として毎回受講し、終了後ボ
　　ランティアとして活動できる方　
　・自家用車など移動が可能な方
　◆受 講 料　無　料
　◆募集期間
　　平成 24 年 10 月１日㈪～ 31 日㈬
　◆講座期間
　　平成 24 年 11 月～平成 25 年３月
●お申込み・お問い合せ
　竹田市健康増進課　☎ 63-4810
　竹田市福祉事務所　☎ 63-4811

■傾聴ボランティア養成講座プログラム
月　　日 時　　間 内　　　　容 講　　　　師

１ 11 月 22 日㈭ 13：30 ～16：00 傾聴ボランティアとは 大分大学大学院
教育学研究科心理教育相談室
准教授　佐藤　晋治２ 12 月　5 日㈬ 13：30 ～16：00 共感して聴く

３ 12 月 21 日㈮ 13：30 ～16：00
こころの健康・病気
こころの病を持つ方への対
応

加藤病院副院長　甲斐　清隆

看護師

４ 1 月　9 日㈬ 13：30 ～16：00 竹田市の地域福祉 竹田市福祉事務所　保健師

５ １月　　　　 13：30 ～16：00
体験してみよう１

（集団）おしゃべりサロン
やいきがいサロンなど

竹田市健康増進課保健師

６ ２月　　　　 13：30 ～16：00 体験してみよう２
（個別訪問） 竹田市福祉事務所　保健師

７ 2 月 19 日㈫ 13：30 ～16：00 体験の振り返り１ 大分大学大学院
教育学研究科心理教育相談室
准教授　佐藤　晋治８ 3 月　1 日㈮ 13：30 ～16：00 体験の振り返り２

９ 3 月 15 日㈮ 13：30 ～16：00 まとめ・今後について

み
ん
な
で
一
緒
に
元
気
に
な
ろ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
～
震
災
が
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
こ
と
～
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故
郷
竹
田
の
先
哲
に
思
い
を
馳
せ
て

たけたんアンテナ

　
田
能
村
竹
田
、
廣
瀬
武
夫
、
瀧
廉
太
郎
、
朝

倉
文
夫
、
佐
藤
義
美
…
…
。

　

大
分
県
竹
田
市
は
、
数
多
く
の
歴
史
上
の
人

物
を
生
み
だ
し
た
ま
ち
で
す
。 

　

あ
な
た
の
好
き
な
竹
田
市
ゆ
か
り
の
歴
史
上

の
人
物
、
竹
田
を
訪
れ
て
初
め
て
出
会
い
、
感

動
し
た
竹
田
の
先
人
…
…

　

竹
田
市
に
ゆ
か
り
あ
る
先
人
た
ち
へ
の
あ
な

た
の
思
い
を
エ
ッ
セ
イ
に
ま
と
め
て
お
送
り
く

だ
さ
い
。

●
竹
田
市
ゆ
か
り
の
先
人
た
ち
を
テ
ー
マ
に
し

　
た
自
由
エ
ッ
セ
イ

●
原
稿
枚
数
…
１
６
０
０
字
程
度
（
４
０
０
字

　

詰
原
稿
用
紙
４
枚
程
度
）

●
応
募
期
間
…
平
成
24
年
９
月
１
日
㈯
～
12

　

月
21
日
㈮　

当
日
消
印
有
効

●
応
募
方
法
…
作
品
の
タ
イ
ト
ル
、
氏
名
（
ふ

　

り
が
な
）、
年
齢
（
児
童
・
生
徒
の
場
合
は

　

学
校
名
・
学
年
）、
性
別
、
住
所
、
電
話
番

　

号
を
明
記
し
た
別
紙
を
添
付
し
て
お
送
り
く

　

だ
さ
い
。

●
送
り
先
…
〒
８
７
８-

８
５
５
５

　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地　

 

　

竹
田
市
企
画　

情
報
課　

竹
田
市
先
人
顕
彰

　
エ
ッ
セ
イ
係

〔
メ
ー
ル
〕okahan400@

city.taketa.lg.jp

※
タ
イ
ト
ル
に
「
先
人
顕
彰
エ
ッ
セ
イ
募
集
」

　

と
明
記
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
応
募
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

●
審
査
委
員

　

童
門
冬
二（
審
査
委
員
長
、
作
家
）／ 

寺
田

　

昭
一（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
総
研
シ
ニ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

　

ト
）／
首
藤
勝
次
（
竹
田
市
長
）

●
各
賞
…
最
優
秀
賞
１
作
品
・
賞
金
10
万
円
／

　

優
秀
賞
２
作
品
・
賞
金
２
万
円
／ 

佳
作
20

　

作
品
程
度
・
図
書
カ
ー
ド
３
千
円
／ 

嚶
鳴

　

協
議
会
賞
１
作
品
・
記
念
品

●
発
表
・
表
彰
式
…
平
成
25
年
２
月
頃
、
竹
田

　

市
で
発
表
・
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。
入
選
者

　

に
は
、
審
査
終
了
後
、
文
書
で
お
知
ら
せ
し

　

ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
企
画
情
報
課

　
☎
６
３-

１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

竹
田
市
先
人
顕
彰
エ
ッ
セ
イ
募
集

　
私
は
２
０
１
１
年
の
10
月
よ
り
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
川
添
研
究
室

の
特
任
研
究
員
に
着
任
し
ま
し
た
。
建
築
計
画
の
研
究
室
で
す
が
、
家
具
や

内
装
の
設
計
か
ら
都
市
計
画
ま
で
様
々
な
規
模
の
計
画
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
着
任
し
て
間
も
な
い
２
０
１
１
年
の
10
月
７
日
、
８
日
に
城
下
町
調
査
の

一
環
で
竹
田
に
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
執
筆
に
あ
た
り
竹
田
で
の
２
日
間
の
記
憶
を
思
い
出
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
で
も
鮮
明
に
竹
田
の
素
晴
ら
し
い
情
景
、
人
々
を
思
い
出
す
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　
竹
田
の
調
査
で
私
は
初
め
て
九
州
地
方
に
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、期

待
に
胸
を
踊
ら
せ
て
い
ま
し
た
が
、竹
田
は
そ
の
期
待
を
い
と
も
簡
単
に
超
え

る
魅
力
を
持
っ
て
い
て
私
は
あ
っ
と
い
う
間
に
竹
田
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
私
の
中
で
、
大
き
く
分
け
る
と
２
つ
の
事
に
魅
了
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
１
つ
は
『
美
し
い
風
景
と
美
し
い
水
』
で
す
。

　

調
査
の
合
間
に
水
に
関
係
す
る
場
所
と
し
て
「
白
水
ダ
ム
」「
明
正
井
路

第
一
拱
石
橋
」「
円
形
分
水
」
な
ど
を
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

１
０
０
年
近
く
前
に
水
を
利
用
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
建
造
物
や
装
置
が

今
も
ま
だ
利
用
さ
れ
、
美
し
い
水
と
と
も
に
生
き
続
け
、
さ
ら
に
完
成
か
ら

の
年
月
を
か
け
て
美
し
い
風
景
を
つ
く
る
状
態
を
見
て
感
動
し
た
と
と
も
に

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
１
つ
は
『
竹
田
の
人
々
』
で
す
。

　
調
査
で
城
下
町
を
散
策
し
て
い
る
と
我
々
に
気
づ
い
た
中
高
生
の
皆
さ
ん

が
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
て
く
れ
、
建
物
を
見
学
し
て
い
る
と
職
員
の
方
が

親
切
に
説
明
を
し
て
下
さ
り
、
気
が
つ
く
と
一
緒
に
日
常
会
話
を
し
て
い
ま

し
た
。
市
の
職
員
の
方
々
と
お
話
を
し
て
い
る
と
皆
さ
ん
嬉
し
そ
う
に
竹
田

の
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ず
っ
と
聞
き
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
東
京
に
戻
っ
て
か
ら
も
何
度
か
竹
田
出
身
の
方
と
お
会
い
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
竹
田
の
魅
力
を
誇
ら
し
げ
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。

竹
田
で
出
会
っ
た
方
々
も
、
東
京
で
出
会
っ
た
方
々
も
皆
さ
ん
本
当
に
心
か

ら
竹
田
が
好
き
で
愛
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
々
の
想
い
が
素
晴
ら
し
い
竹
田
を
つ
く
り
、
風
景
を
つ
く

り
、
訪
れ
た
時
に
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

竹田雑感　　♯３３
〜調査研究を通してみた竹田〜

「私はあっという間に
　 竹田のファンになっていました。」
　　　　　東京大学川添研究室　特任研究員　本多　敦　　Atsushi Honda

田能村竹田廣瀬　武夫

朝倉　文夫

瀧　廉太郎

佐藤　義美

緒
方
三
郎
惟
栄
、
志
賀
親
次
、

岡
藩
主
歴
代
藩
主
ほ
か
…
竹

田
市
ゆ
か
り
の
先
人
た
ち
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
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column & news

↑ 2013 年末で完了：新図書館・アパート・店など
　が入る建築予定の建物

姉妹都市 ドイツバート・クロツィンゲンコーナー

クラウディア・ケール
Ａ コラム  by claudia kehl

（国際交流員）

生き活き
興
起

厚生労働省パッケージ事業　あなたが開ける　チャンスの扉！

「暮らしのサポートセンター久住」オープン！
～「寄り合い」から「支え合い」へ～

　

１
９
８
９
年
に
フ
ッ
ク
ス
元
市
長（
日

本
と
の
交
流
を
築
き
上
げ
た
市
長
）
は

公
共
図
書
館
を
設
置
し
た
。
当
時
、
ま

だ
小
さ
い
温
泉
町
だ
っ
た
バ
ー
ト
・
ク
ロ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
に
と
っ
て
大
切
な
一
歩
だ
っ

た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
図
書
館
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
機
能
と
防
火
対
策
が
不
足

し
て
お
り
、
本
な
ど
を
置
く
ス
ペ
ー
ス

も
足
り
な
く
な
っ
た
た
め
、
機
能
が
十

分
で
な
い
。
２
０
０
１
年
か
ら
図
書
館

は
市
の
み
な
ら
ず
郡
部
の
後
援
も
受
け
、

蔵
書
が
益
々
増
え
て
き
た
。
そ
れ
と
共

に
貸
出
数
と
隣
の
町
（
同
じ
郡
部
）
の

利
用
者
も
増
え
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
新
し
い
図
書
館
の
建
設
を

担
当
し
て
い
る
投
資
家
と
市
は
賃
貸
契

約
を
結
ん
で
、
新
し
い
図
書
館
の
運
営

を
始
め
る
（
投
資
家
が
建
て
た
図
書
館

を
市
が
借
り
入
れ
る
形
だ
）。
新
図
書
館

は
駅
の
近
く
に
建
て
ら
れ
、
古
い
図
書

館
の
２
倍
の
面
積
で
６
５
０
㎡
を
超
え
る

予
定
。

　
４
万
部
の
本･

雑
誌
・
Ｃ
Ｄ
と
い
っ
た

メ
デ
ィ
ア
が
収
用
で
き
る
の
で
、
現
在

の
２
万
５
千
部
が
問
題
な
く
収
用
で
き
、

こ
れ
か
ら
蔵
書
が
増
え
て
も
問
題
が
な

い
。
そ
の
上
、
図
書
館
カ
フ
ェ
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
も
企
画

さ
れ
て
い
る
。
学
生
達
が
グ
ル
ー
プ
で

勉
強
で
き
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
ス
ペ
ー
ス
と
朗
読
の
部
屋
も
設
け
る

予
定
。
そ
こ
で
は
、
現
在
は
防
火
対
策

が
不
十
分
で
あ
る
の
で
禁
止
さ
れ
て
い

る
「
夜
中
朗
読
イ
ベ
ン
ト
」
が
再
開
で

き
る
。「
こ
れ
か
ら
公
共
図
書
館
を
我
が

町
の
文
化
生
活
に
も
っ
と
巻
き
込
ん
で

い
く
こ
と
を
目
指
し
、
一
方
で
学
校
と
の

協
働
も
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
ま
す
」

と
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
長
が

話
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
図
書
館
の
新
し
い
建
物
の
地

下
に
は
１
２
０
席
の
映
画
館
も
作
る
予

定
で
、
老
い
も
若
き
も
楽
し
め
る
新
し

い
映
画
館
は
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

市
の
魅
力
を
高
め
る
に
違
い
な
い
。

バート・クロツィンゲンニュース・公共図書館が新しくなる

★セミナー開催と募集のお知らせ　活性化協議会ホームページ http//taketa-ikiiki.org をご覧ください。竹田市経済活性化促進協議会　☎ 62-2122

市民向け公開セミナー
（地域福祉・介護分野）開催！

　9 月 21 日㈮に開催した「生き活き
興起雇用創出大作戦！」市民向け公開
セミナーは、100 名を超える参加者に
より熱い議論が交わされました。
　今回のテーマは、「寄り合いから始
まる支え合い」として、中津市沖代地
区で住民型有償サービスグループ「ど
んぐりサービス」と地域ボランティ
ア「沖代すずめ」代表の吉田日出子さ
んを講師に、「地域で共に生きること」
と題しこれまでの取り組みの紹介、苦
労した点などが報告され、地域福祉の
必要性や生活支援などのサポーターの
あり方が示されました。
　第 2 部では、円卓会議が行われ、地
域福祉や暮らしのサポートセンターの
あり方について、共通認識を持つこと
ができました。

　

9
月
21
日
㈮
、
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
久
住
「
り
ん
ど
う
」
が
本
格

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

本
年
5
月
か
ら
地
域
の
「
寄
り
合
い

場
」
と
し
て
、
高
齢
者
か
ら
子
供
ま
で

誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
と
し
て

既
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
事

業
で
目
指
す
、
高
齢
者
等
を
対
象
と
し

た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
で
行
う

活
動
拠
点
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
関
係
者
に
よ
り
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

が
、
参
加
者
を
は
じ
め
地
域
住
民
か
ら

今
後
の
活
動
に
期
待
す
る
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
9
月

6
日
に
設
立
総
会
が
開
か
れ
、
会
員
43

名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10

月
か
ら
は
久
住
地
域
を
対
象
と
し
た
国

の
介
護
予
防
モ
デ
ル
事
業
も
同
セ
ン

タ
ー
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

身
の
回
り
の
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
ま

る
、支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
と
実
践
、

い
ず
れ
は
地
域
の
サ
ロ
ン
と
し
て
、
高

齢
者
の
み
な
ら
ず
、
障
が
い
者
、
子
育

て
、
学
童
等
を
対
象
と
し
て
広
く
地
域

住
民
に
利
用
さ
れ
る
拠
点
に
し
よ
う
と

会
員
一
同
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
お
近

く
に
お
越
し
の
際
は
是
非
一
度
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。
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今月のイントロダクション

ぼくたち・私たちの

学び舎

　

７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
被
災

し
た
際
は
、
皆
様
方
の
励
ま
し
や

お
見
舞
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

被
災
し
た
１
階
部
分
の
教
室
は
ま

だ
使
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

代
替
教
室
で
児
童
生
徒
た
ち
は
元

気
に
活
動
し
、
に
ぎ
や
か
な
声
が

校
舎
内
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
特
別
支
援
教
育
で
は
〝
自

ら
が
考
え
職
業
を
選
択
す
る
力
〟

と
〝
働
く
力
の
育
成
〟
を
目
指
す

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
将
来
の
就
労（
一
般
就
労
・

福
祉
的
就
労
）
を
見
据
え
て
正
確

か
つ
効
率
的
に
作
業
に
取
り
組
め

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
的
な

あ
い
さ
つ
や
言
葉
遣
い
な
ど
、
集

団
の
中
で
よ
り
良
い
人
間
関
係
が

作
れ
る
よ
う
毎
日
の
授
業
で
配
慮

し
な
が
ら
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
に

視
点
を
あ
て
、
竹
田
支
援
学
校
の

学
習
の
様
子
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

小
学
部
で
は
、『
遊
び
の
指
導
』

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
遊

び
そ
の
も
の
を
楽
し
む
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
友
だ
ち
や
教
師
と
の
か

か
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
集
団
で
遊

ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
友
だ

ち
や
教
師
と
協
力
し
た
り
、
簡
単

な
決
ま
り
を
守
っ
た
り
す
る
こ
と

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
部
で
は
、
２
・
３
年
生
が

『
ジ
ョ
ブ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
を
年
に

２
回（
前
期
・
後
期
各
３
日
間
）行
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
の
興
味
あ
る
こ

と
や
興
味
あ
る
仕
事
で
の
〝
職
場

体
験
〟
に
よ
り
、
働
く
こ
と
を
知
っ

た
り
、
そ
の
楽
し
さ
を
知
っ
た
り

す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、
仕
事
に

対
す
る
興
味
関
心
を
持
つ
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

１
年
生
は
２・３
年
生
の
職
場
体

験
の
様
子
を
見
学
し
、
次
年
度
に

自
分
が
ど
ん
な
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
の
か
、
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
ま
す
。

　

高
等
部
で
は
、
生
徒
・
保
護
者

の
希
望
、
生
徒
の
実
態
・
適
性
等

を
考
慮
し
、
卒
業
後
の
進
路
決
定

に
つ
な
げ
る
実
習
『
産
業
現
場
等

に
お
け
る
実
習
』
を
１
年
生
か
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
実
習
期
間

は
前
期
・
後
期
各
２
週
間
（
１
年

生
は
後
期
の
み
１
週
間
の
実
習
）

設
定
し
、
ま
た
、
夏
季
休
業
中
に

も
生
徒
が
希
望
す
る
職
種
の
実
習

を
行
う
な
ど
、
就
労
を
意
識
し
た

実
習
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
児
童
生
徒
の
「
学

び
た
い
」、「
働
き
た
い
」
と
い
う

夢
や
希
望
を
叶
え
る
よ
う
、
地
域

の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
教
育
活
動
を
す
す
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
実
習
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
る
事
業
所
を
探
し
て
い

ま
す
。
学
校
に
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、
内
容
等
に
つ
い
て
詳
し
く
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　

  （
平
野
和
広
）

「
夢
と
希
望
に
向
け
て
」

今
月
の
学
び
舎　
大
分
県
立
竹
田
支
援
学
校

↑友だちや先生と協力しながら「遊び」を楽しむ（小学部）

↑興味のある仕事の「職場体験」（中等部）

岡
藩
支
配
の
象
徴
「
御
前
湯
」

　

御
前
湯
は
宝
暦
２
年（
１
７
５
２
）

に
河
端
に
あ
っ
た
出
湯
を
土

つ
ち
だ
わ
ら俵

で
せ
き
止
め
、
片
流
れ
の
屋
根

と
壁
を
作
っ
て
藩
士
の
入
湯
場

と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
一
方
、

川
平
に
あ
っ
た
湯
は
疝せ

ん

気き

（
腰
や

下
腹
部
の
痛
み
）
に
よ
く
効
く
と

い
う
こ
と
で
梨
原
、
今
市
な
ど
近

隣
か
ら
の
湯
治
者
も
よ
く
来
て

い
た
。
こ
の
川
平
湯
は
湧
出
す
る

湯
を
芝
で
せ
き
止
め
る
湯
場
で

あ
っ
た
の
で
、
少
し
増
水
す
る
と

入
湯
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
通
行

も
困
難
に
な
っ
た
り
し
て
不
便

で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
に
対
処
す
る

た
め
地
元
の
湯
原
組
で
は
藩
に

湯
屋
普
請
を
嘆
願
し
、
そ
れ
が
認

め
ら
れ
安
永
10
年
（
１
７
８
１
）

薮
田
に
藩
に
よ
っ
て
新
湯
が
作
ら

れ
た
。
こ
の
新
湯
は
中
川
寛
得
軒

の
設
計
に
よ
っ
た
の
で
そ
れ
を
記

念
し
て
「
御
前
湯
」
と
よ
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
工
事

の
経
費
は
藩
の
地
方
御
救
銀
と
代

官
所
役
所
銀
の
両
口
か
ら
銀
札

５
０
０
目
が
支
出
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
湯
原
温
泉
は
藩
士
や

庶
民
の
湯
治
で
に
ぎ
わ
う
よ
う
に

な
っ
た
。

　

し
か
し
、
御
前
湯
は
河
端
に

あ
っ
た
た
め
幕
末
の
弘
化
３
年

（
１
８
４
６
）
の
65
年
間
に
湯
小

屋
や
湯
箱
、
石
垣
な
ど
の
流
失
が

７
回
を
数
え
、
そ
の
度
に
湯
原

組
員
は
修
復
作
業
に
狩
り
出
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
弘
化
４

年
（
１
８
４
７
）
に
湯
原
組
は
御

前
湯
、
川
平
湯
、
御
前
湯
向
い
の

湯
の
河
原
端
の
湯
の
３
か
所
の
改

修
と
新
た
に
湯
屋
一
軒
を
建
て
る

こ
と
を
願
い
出
た
。
そ
れ
ら
が
郡

奉
行
、
代
官
名
で
許
可
さ
れ
、
湯

箱
の
位
置
を
高
め
た
り
、
う
た
せ

二
口
を
作
っ
た
り
し
て
藩
営
の
性

格
を
も
つ
温
泉
場
と
し
て
面
目
を

一
新
し
た
。

　

今
か
ら
３
５
０
年
前
、
中
川
久

清
が
癒
し
た
湯
原
温
泉
、
そ
の
中

核
と
も
い
え
る「
御
前
湯
」は
今
、

ド
イ
ツ
の
療
養
温
泉
地
バ
ー
ト
・

ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
と
交
流
が
あ

り
、
ド
イ
ツ
文
化
を
も
感
じ
る
市

営
の「
温
泉
療
養
文
化
館
御
前
湯
」

と
し
て
多
く
の
利
用
客
が
訪
れ

て
い
る
。（
湯
原
温
泉
終
わ
り
）　

　
　
　
　
　　
　
　
（
清
水
誠
一
）

資
料
・
直
入
町
誌

�

↑
御
前
湯

湯 原 温 泉 （その３）
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introduction

図書館の
お知らせ

10月
■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

10　月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

大人の本

子どもの本

誕
生
お
め
で
と
う
❽
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

新刊のご案内
【一般の本】
・明日のことは知らず（文芸春秋）　　　　　　宇江佐真理
・物語編集力（ダイヤモンド社）　　　　　　　松岡　正剛
・もらい泣き（集英社）　　　　　　　　　　　冲方　　丁
・虚像の道化師（ガリレオ７）　　　　　　　　東野　圭吾
・神様のカルテ３（小学館）　　　　　　　　　夏川　草介
・いつも私で生きていく（ベストセラーズ）　　草笛　光子
・手の治癒力（草思社）　　　　　　　　　　　山口　　創
・手づくりする木の器（誠文堂新光社）　　　　西川　栄明
・朝に効くジュース夜に効くジュース（PHP 研究所） 浜内　千波
・平　清盛　３（NHK 出版）　　　　　　　　　青木　邦子
・梅ちゃん先生（下）（NHK 出版）　 　　　　　尾崎　将也
・おもかげ復元師（ポプラ社）　　　　　　　　笹原留似子

【子どもの本】
・けん玉の技１２３（幻冬舎エデュケーション）　日本けん玉協会
・宝の地図のひみつ（４と１/2 探偵局）（ポプラ社）　ヨアヒム・フリードリヒ 
・くらべてみよう！はたらくじどう車１～５巻（金の星社）　市瀬　義雄
・ひものでございっ！（文化出版局）　　　　　平田　　景
・おおかみこどもの雨と雪（角川書店）　　　ワダ　ヒトミ
・商人とオウム（光村教育図書）　ミーナ・ジャバアービン

ほか　80 冊ほど入りました

３
日　
工く

藤ど
う　

愛あ
い

理り

ち
ゃ
ん

（
康
匡
・
藤
目
）

３
日　
倉く
ら
は
し橋　

吟ぎ
ん

次じ

く
ん

（
佑
徳
・
向
原
）

６
日　
永な
が
ま
つ松　
寛か
ん
す
け祐

く
ん

（
史
成
・
冬
田
）

16
日　
阿あ

南な
ん　

陽ひ
ま
り葵

ち
ゃ
ん

（
孝
文
・
上
鹿
口
）

17
日　
倉く
ら
は
し橋　

重し
げ

樹き

く
ん

（
英
夫
・
石
田
）

18
日　
伊い

東と
う　

勇た
け

登と

く
ん

（
勇
一
郎
・
西
福
寺
）

20
日　
大お
お
つ
か塚　
詩し
い
の乃

ち
ゃ
ん

（
央
士
・
山
脇
）

20
日　
菅か
ん　
康こ
う

貴き

く
ん（

將
聖
・
新
藤
）

21
日　
佐さ

藤と
う　

匠た
く

真ま

く
ん

（
正
治
・
阿
蔵
）

21
日　
佐さ

ほ保
蔵く
ら

之の

助す
け

く
ん

（
貴
行
・
長
生
湯
）

24
日　
岩い
わ
屋や　
夏な

お央
く
ん

（
順
貴
・
冬
田
）

31
日　
工く

藤ど
う
衣い

ち

か
千
花
ち
ゃ
ん

（
慎
太
郎
・
轟
木
）

司書のおすすめ

「楽しいこといっぱい65」  （栗原はるみ／扶桑社）

　料理家栗原はるみさんの初エッセイ。日々の暮ら
しが楽しくなる「幸せの 65 個」。
　65 歳を迎えたことをきっかけに、65 個の「楽しくて」

「愛しくて」「ワクワクする」ことを選んでみたそう
です。素敵な写真と共に小さな幸せをどうぞ。

「さがしています」　（アーサー・ビナード／童心社）

　ヒロシマから今を考える写真絵本。
　「おはよう」「がんばれ」「いただきます」…そ
のことばをかわすことができるみんなの生活はど
こへ行ったのか？
　ピカドンに遭った展示物と対面していた詩人は
声なき相手にじっと耳を澄ましていた…。

今月の読み聞かせ
○ブックスタート　10月10日㈬　14：00 〜 （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしルーム　10月11日㈭　14：00 〜 14：30（南部幼稚園）
○おはなしルーム　10月17日㈬　13：20 〜 14：00（竹田幼稚園えほんのへや）
○おはなしのへや　毎週火曜日　10：30 〜 11：00（竹田市立図書館えほんのへや）
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有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出
会いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味
　昭和27年、取材旅行を兼ね、
友人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

市長コラム
〈第39回〉

　

芸
術
文
化
の
秋
が
や
っ
て
き
た
。

　
『
岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
』
も
ま
さ
に
佳
境
に
入
っ
て

き
た
。９
月
の
メ
ー
ン
行
事
も
多
く
の
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
、

実
り
多
い
成
果
を
収
め
た
。
お
力
添
え
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
皆
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。
川
端

康
成
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
か
ら
始
ま
っ
た
栄
光
の
3
日
間
は
、

竹
田
市
の
歴
史
文
化
が
全
国
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
を
内
外
に

知
ら
し
め
た
。
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
出
で
た
新
た
な
機
運
を
次

の
歴
史
文
化
の
創
造
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
さ
に
、
新
竹
田
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
静
か
に
室
内
を
見
渡
す

と
、
い
つ
も
目
に
触
れ
て
い
る
扁
額
か
ら
も
新
た
な
示
唆
が

授
け
ら
れ
る
。

　

ま
ず
は
、『
無む
き
ゅ
う窮

』。
こ
れ
を
揮
毫
し
た
の
は
、
あ
の
関
東

大
震
災
後
の
復
興
に
見
事
な
ま
で
に
辣
腕
を
振
る
っ
た
初
代

東
京
市
長
の
後
藤
新
平
で
あ
る
。
意
味
は
、
き
わ
ま
り
な
い

こ
と
。
可
能
性
も
使
命
も
極
ま
り
な
く
無
限
と
心
せ
よ
、
と

新
平
か
ら
叱
咤
激
励
を
受
け
て
い
る
気
分
に
な
る
。
７
・
12

大
水
害
の
後
だ
け
に
、
余
計
に
気
が
引
き
締
ま
る
。

　

続
い
て
、『
盛
年
不
重
来
』。
10
数
年
前
に
、
行
き
つ
け
の

本
屋
の
壁
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
譲
っ
て
も
ら
っ
た
。

作
者
は
重
光
葵ま

も
る、大
戦
処
理
に
活
躍
し
た
孤
高
の
外
交
官
だ
。

竹
筆
で
書
か
れ
た
文
字
は
ナ
イ
フ
の
よ
う
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ

て
い
て
勢
い
が
あ
る
。「
や
れ
る
時
に
や
っ
て
お
け
。
心
身

と
も
に
充
実
し
た
盛
り
の
時
代
は
、
二
度
と
訪
れ
る
こ
と
は

な
い
の
だ
か
ら
」
と
、
こ
ち
ら
も
見
る
た
び
に
背
筋
が
ピ
ン

と
張
る
。

　

一
方
、市
長
室
に
掲
げ
て
い
る
額
は
三
つ
。
中
央
に
は『
異

端
生
先
導
』。
友
人
の
書
家
加
茂
源
斎
さ
ん
に
揮
毫
し
て
も

ら
っ
た
。
福
澤
諭
吉
の
足
跡
を
そ
の
ま
ま
に
言
い
表
し
た
言

葉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
き
て
い
た
そ
の
時
代
に
異
端
視
さ

れ
る
よ
う
な
発
想
や
実
践
力
に
こ
そ
、
実
は
新
た
な
時
代
を

切
り
拓
い
て
い
く
先
導
性
が
あ
る
。
他
人
と
同
じ
よ
う
な
こ

と
を
考
え
行
動
し
て
い
て
は
新
し
い
時
代
を
創
り
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
教
え
で
も
あ
ろ
う
。
自
ら
の
戒
め

に
し
て
眺
め
て
い
る
。
目
標
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
さ
す
が

に
ち
ょ
っ
と
荷
が
重
い
時
も
な
い
で
は
な
い
。
た
め
息
交
じ

り
に
目
線
を
移
す
と
、『
急
が
ず
休
ま
ず
』
と
書
か
れ
た
色

紙
額
に
。
こ
れ
は
気
分
が
和
ら
ぐ
。
書
い
た
の
は
有
名
な
歌

人
で
あ
る
斉
藤
茂
吉
の
長
男
、
斉
藤
茂
太
で
あ
る
。
気
負
い

の
な
い
自
然
体
の
文
字
は
見
る
者
に
安
心
感
を
与
え
、
そ
し

て
書
か
れ
た
文
言
に
も
、
つ
い
身
を
寄
せ
た
く
な
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
市
長
室
で
時
間
を
共
有
す
る
人
た

ち
の
視
線
が
ど
こ
に
い
く
の
か
、
私
の
密
か
な
楽
し
み
の
ひ

と
つ
で
も
あ
る
。

　

人
生
の
岐
路
に
立
つ
時
、
一
枚
の
色
紙
や
扁
額
が
、
揺
る

ぎ
な
き
羅
針
盤
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

文
化
芸
術
の
妙
味
で
も
あ
る
。

　

蛇
足
な
が
ら
、
い
ま
私
が
心
の
中
に
仕
舞
っ
て
い
る
色
紙

に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

　
『
命め
い

を
知し

り　

難な
ん

に
の
ぞ
み
て
お
そ
れ
ざ
る　

尊と
う
とき
か
な

や　

聖せ
い
じ
ん人

の
勇ゆ

う

』

　
『
右み
ぎ
ひ
だ
り左　

傾か
た
むく
な
か
れ　

お
ほ
い
な
る　

道み
ち

は
真ま

中な
か

に　

日ひ

は
大お

お
ぞ
ら空
に
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

晩
翠

身
の
回
り
か
ら
は
じ
ま
る『
新
竹
田
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』

岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
『
栄
光
の
３
日
間
』
を
越
え
て

↑「異端生先導」が掲げられた市長室にて

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

あなたの笑顔がみんなの元気！　ありがとう　祝・長寿
　竹田市では毎年、敬老の日の時期に合わせ、100 歳を越える高齢者を訪問し、
記念品を贈呈しています。
　９月 20 日、老人保健施設ヴァル・ド・グラスくじゅうでは、市内最高齢
となる工藤キミヱさん（107 歳）、そして、田仲スミ子さん（101 歳）の長
寿を祝う会が開催されました。
　ふたりには、施設担当者から「いつもいたわりと励ましをいただいている」
という感謝のメッセージと、心のこもった手作りのプレゼントが贈られまし
た。いつまでもお元気で、明るい笑顔を振りまいて欲しいですね。 ↑今年も元気で市内最高齢を迎えた工藤キミヱさん
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　　　　　第 66 回瀧廉太郎記念全日本 高等学校声楽コンクール

音楽は、希望の光
　瀧廉太郎記念音楽祭（高等学校声楽コンクール）は瀧廉太郎を顕彰し、戦後間もない昭和
22 年に創設されました。その後、65 年の長きにわたり毎年開催されています。つまり、今年
の夏のように大水害の起こった年にでさえ、これまで一度も途切れることはありませんでした。
　現在、聖地である竹田市文化会館は使用の見通しが立っていませんが、音楽を愛する竹田市
民の思いは変わりません。ぜひ今年も若き音楽家の誕生を見届けてください。

10月

19 ㈮
日　

18：30〜
　　　　　　　　 　開会式、レセプション

20㈯
日　

13：00〜
　　　　　　　　　予　選

21㈰
日　

11：00〜
　　　　　　　　　本選、ウィーン留学報告演奏会、表彰式

会場　くじゅうサンホール
　　　（竹田市久住町大字久住6154　久住公民館）
●お問い合せ
　瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール事務局　☎ 0974-76-0702

全国から出場する高校生のみなさん（敬称略）

主催　竹田市・竹田市教育委員会・大分県教育委員会・瀧廉太郎記念音楽祭実行委員会
後援　文部科学省・大分県・ライプツィヒ市・公益社団法人全国高等学校文化連盟・社団法人ツーリズムおおいた・毎日新聞社・朝日新聞社・読売新聞西部本社・西日本新聞社・大分合同新聞社・NHK 大分放送局・OBS 大分放送・
　　　TOS テレビ大分・OAB 大分朝日放送・エフエム大分・ANA 全日空・竹田商工会議所・竹田ロータリークラブ・竹田ライオンズクラブ・瀧廉太郎会・特定非営利活動法人竹田市観光ツーリズム協会・竹田市文化連盟・
　　　特定非営利活動法人大分県芸術文化振興会議

原田　菜奈
北海道帯広柏葉高校
3 年

山崎　麻子
京都市立京都堀川音楽
高校 3 年

大薮　妙子
滋賀県立石山高校 3 年

津上菜々美
佐賀女子短期大学付属
佐賀女子高校 3 年

木村　彩香
東京都立総合芸術高校
3 年

山中　志月
山口県立山口中央高校
3 年

小倉理紗子
大分県立芸術緑丘高校
3 年

佐藤　味法
宮城県仙台第三高校
3 年

山内　菜未
兵庫県立西宮高校 3 年

　川村　麻実
活水高校 3 年

前島歩乃果
慶應義塾湘南藤沢高等
部 3 年

寺島　弘城
香川県立坂出高校 3 年

釘宮　優衣
大分県立芸術緑丘高校
3 年

渡邊　典子
常盤木学園高校 3 年

松原　愛実
鳥取県立米子東高校
1 年

栗原　紗矢
島根県立大社高校 3 年

太田信一郎
熊本県立熊本北高校 2 年

本多麻莉子
石川県立金沢泉丘高校
3 年

池畑　和希
徳島県立名西高校 1 年

小野　夏樹
山形県立山形北高校 3 年

山田　正裕
近畿大学附属東広島高
校 3 年

川村　彩夢
宮崎学園高校 3 年

河上真里奈
愛知高校 2 年

桑原　愛歌
愛媛県立新居浜西高校
3 年

近藤　美里
新潟清心女子高校 3 年

岡　　友一
岡山県立倉敷青陵高校
1 年

山田　晃也
鹿児島県立松陽高校 3 年

崎濱　江梨
沖縄県立開邦高校 3 年

田代　滉実
和歌山県立神島高校 1 年

森　万佑子
土佐高校 3 年

竹岡　大志
奈良県立奈良高校 3 年

香月優希野
福岡雙葉高校 3 年

入場無料
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郷土の植物 （283）

第91回
阿孫　久見

フシグロセンノウ（ナデシコ科）

　
山
地
の
林
内
や
林り

ん
え
ん縁
の
や
や
湿
っ

た
日
陰
を
好
ん
で
生
育
す
る
高
さ

80
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
茎く

き

は

緑
色
で
節ふ

し

が
太
く
な
り
黒こ

く
し
し
ょ
く

紫
色
を

帯お

び
て
い
ま
す
。

　
全ぜ

ん
え
ん縁

（
ふ
ち
に
鋸き

ょ
歯し

が
な
い
）
の

葉
は
対
生
で
す
。
形
は
楕だ

え
ん
じ
ょ
う

円
状
披ひ

針し
ん
け
い形
で
、
長
さ
７
㌢
、
幅
が
３
㌢

ほ
ど
で
す
。
ふ
ち
に
は
毛
が
あ
り

ま
す
。

　

夏
か
ら
秋
の
頃
、
茎け

い
ち
ょ
う頂に

朱し
ゅ
せ
き赤

色し
ょ
くの
径
５
㌢
ほ
ど
の
５
弁べ

ん

花か

を
咲

か
せ
ま
す
。
花か

弁べ
ん

は
先
が
広
く
基

部
が
せ
ま
い
倒と

う
ら
ん
け
い

卵
形
で
、
中
央
に

１
本
の
凹お

う
じ
ょ
う状
に
線
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
花
の
下
部
を
包つ
つ

む
が
く
は
長

い
筒つ

つ
が
た形

で
先
が
５
裂れ

つ
し
ま
す
。

　

茎
の
節
が
黒
紫
色
な
の
で
フ
シ

グ
ロ
と
い
い
、
セ
ン
ノ
ウ
は
中
国

原
産
の
植
物
で
、
こ
れ
に
似
て
節

が
黒
い
と
こ
ろ
か
ら
節フ

シ
グ
ロ
セ
ン
ノ
ウ

黒
仙
翁
の

名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
北
部
の
里
山
の
林
縁

や
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の
山さ

ん
ろ
く麓
で
観

察
さ
れ
ま
す
が
、
山
の
森
林
化
が

進
み
、
生
育
環
境
が
悪
く
な
り
、

だ
ん
だ
ん
個
体
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
花
期
は
７
月
か
ら
９
月

で
す
。

渡
わたなべ

邉　穂
ほの

花
か

ちゃん
16 日　房寛さん
（久住・本町）

甲
か い と わ せ

斐十和世ちゃん
17 日　潤一さん
（竹田・東中）

菅
かん

　優
ゆ

月
づき

くん
21 日　周作さん
（竹田・古園）

森
もり

　光
こう

汰
た

くん
4 日　雅之さん

（久住・池ノ口）

河
かわ

野
の

　柊
しゅうと

斗くん
7 日　哲也さん
（竹田・平井）

今月の食育レシピ

里芋の
ひき肉あんかけ

食欲の秋！里芋の美味しい季節なりました。
お弁当のおかずにもおすすめですよ！

１．里芋は皮をむき、さっと下ゆでする。
２．玉ねぎ、戻した干し椎茸、生姜は 
　みじん切り。
３．鍋にサラダ油を熱し、生姜、玉ねぎ、
　挽肉を炒め、里芋を加える。
４．油が回ったらだし汁、調味料を加
　えて煮含める。
５．最後に水溶き片栗粉でとろみをつ
　け、刻みネギを散らす。

里芋　　　　　　　　　12 個
豚挽肉　　　　　　　　100 ｇ
玉ねぎ　　　　　　　　100 ｇ
干し椎茸　　　　　　　２枚
生姜　　　　　　　　　１かけ
サラダ油　　　　　　　大さじ１
だし汁＋戻し汁　　　　300cc
　しょうゆ　　　　　　大さじ１
　みりん　　　　　　　大さじ１
　塩　　　　　　　　　小さじ 1/4
小ネギ　　　　　　　　少々

作り方

〈材料〉4 人分

塚
つかさき

﨑　憬
けい

音
と

くん
14 日　邦裕さん

（竹田・下矢倉）

平成23年10月生まれ
誕生日　親

（地区・自治会）

すくすく1歳 平成24年8月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！　問秘書広報係 ☎ 63-1043

　

９
月
15
日
に
小
出
清
子
さ
ん
が

め
で
た
く
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ま

し
た
。
警
察
官
だ
っ
た
夫
を
支
え
、

退
職
後
は
荻
町
に
帰
郷
し
ま
し

た
。
手
芸
や
陶
芸
、
詩
吟
、
書
道

な
ど
多
趣
味
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は
「
く
よ
く
よ

せ
ず
に
、
の
ん
び
り
と
過
ご
す
こ

と
が
一
番
」
と
話
す
清
子
さ
ん
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！

小
こ

出
いできよ

清子
こ

さん
（桜町東）
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竹田アートカルチャー2012
2012年
10月6日㊏ -10月21日㊐
会　　場 : 大分県竹田市ー竹田町商店街周辺〔 特設ギャラリー〕
開場時間 ： am11 : 00 ー pm17 : 00
観 覧 料 : 無料（ 全展示会場無料）但し、関連イベント・音楽イベント

には別途入場料が必要な場合があります。
主　催 : TAKETA　ART　CULTURE　2012 実行委員会
共　催 : 大分県民芸術文化祭実行委員会協力、竹田町商店街
後　援 : 竹田市、竹田市観光ツーリズム協会、大分合同新聞社、
　　　　　ＮＨＫ大分放送局、ＯＢＳ大分放送、ＴＯＳテレビ大分、
　　　　　ＯＡＢ大分朝日放送、エフエム大分、大分県芸術文化振興会議

竹田アートカルチャー2012とは
竹田町商店街とその周辺を会場にして行われるアートプロジェクトです。
県内外のアーティストや写真家、童画作家、竹藝家などのその他様々な職種の
方たちと協力して、期間中に作品展示・ワークショップ・演劇・音楽ライブ・
食の企画等、「芸術と竹田文化」に関する様々なプログラムを実施致します。
竹田町商店街は岡藩城下の風情と昭和のノスタルジーな面影が混在する独
特の雰囲気を漂わせる商店街です。しかし、この商店街も少子高齢化や不
景気といった時代の影響を受け、空き店舗が増加し、商店街通りにはシャー
ターが目立つようになりました。
竹田アートカルチャーはそういった現状に「竹田文化の掘り起こし」や「 現
代芸術の可能性」といった新しい視点を組み込みながら、町や人、地域と向
き合います。そして、その問題点や可能性を探り、竹田の新しい文化を創造
していくことで、今の現状を打開することがこのプロジェクトの目的です。
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information
歴史資料館・市民ギャラリー水琴館

〔開館時間〕 9 : 00〜 17 : 00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は

開館）
○特別展示
　岡藩城下町 400 年祭記念事業
　『川端康成の眼 〜知識も理屈もなく、私はただ見てゐる〜』

　日本初のノーベル文学賞受賞者・川端康成の国宝を
筆頭に蒐集した美術品や文豪川端をめぐる作家や芸術
家との深く広い交友関係の一端を紹介します。「川端
康成コレクション」九州初公開

　　　　　　　
　期　間　9 月28日㈮ 〜 11月11日㈰
　　　　　※入場は、閉場時間の 30 分前まで
　場　所　竹田市立歴史資料館本館、別館市民ギャラリー
　　　　　「水琴館」
　入場料　当日券　一般 1,000円　小中生 600円
●お問い合せ
　竹田市教育委員会文化財課 ☎ 63 - 4818
　竹田市立歴史資料館 ☎ 63 -1923

竹田創生館　　　　　　　
〔開館時間〕9 :00 〜 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は

　　　　　開館）
○西頭哲三郎博多人形展・草心流いけ花展
　10 月 2 日㈫ 〜 8 日㈪

　（※草心流いけ花展 10/2 〜 4 まで）

　伝統工芸士で博多人形作家の 2 代目西頭哲三郎さん
が制作した岡藩ゆかりの「虎姫」を中心に博多人形作
品の展示を行います。同時に草心流の板垣草心さんの
阿蘇・久住に育つ花を生けるいけ花展も開催されます。

●お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会 ☎ 63 - 0585

書　籍
岡藩城下町 400 年祭竹田推薦図書
「ザビエルコード」　（甲山堅・著 /e ブックランド社）

　岡藩城下町400年祭にちなんで指定推薦図書となっ
たのがこの本。筆者の家には、明治になるまで秘密と
されていた岡藩に関する古文書が伝わっており、そ
の古文書に基づく岡藩の驚愕の事実が書かれている。
6月11日に全国発売され好評発売中 ! 本紙でもいよい
よ「ミステリアス ! 竹田キリシタン」シリーズが再開 !
ぜひお読み逃しのなく !

●お問い合せ　竹田市総合まちづくりセンター
　　　　　　　☎ 63 - 1111（内線 291）

竹田文化読本「竹田の月」重版出来 !　
　竹田市は、その特有の空間から全国に通用する人材
を輩出し、その空間に魅せられ一流の感性を持った旅
人が数多く訪れました。 
　このような歴史や文化、先哲などを始めとする過去
から受け継いだ類いまれなる遺産に加え、今を生きる
人々に希望を与える指針を満載した読本として発刊さ
れた「竹田の月」。
　岡藩城下町400年祭に合わせ、重版がついに完成し
ました。最新情報の追加あり ! ぜひこの機会にご購入
ください。

●お問い合せ　竹田市総務課秘書広報係 ☎ 63 - 1043

イベント・行事　　　　　　　　 ☎ 63-4100
岡藩城下町 400 年祭協賛事業
第7回トマト天国 in おぎ・第33回荻ふるさと祭り
日　時　11 月 3 日（土・祝）9:00 〜 16:00
場　所　荻福祉健康エリア
内　容　小・中学生合唱、自衛隊音楽隊演奏、創作文化

展、大なべトマトリゾットの実演・試食、高原
野菜、農産物即売、うまいもん市（食のバザー） 
防災パレード、サラダバーほか

【同時開催イベント】
　・荻愛育保健推進員会ジャンボかぼちゃ大会
　・中九州ジャンボかぼちゃ大会
　 ・岡藩城下町 400 年祭伝統芸能の集い
　・深山流岩戸神楽交流大会
●お問い合せ
　トマト天国 in おぎ・荻ふるさと祭り実行委員会
　（竹田市荻支所いきいき市民課 ☎ 68-2211、九州アルプ
　ス商工会荻支所 ☎ 68-2209）大分県農協竹田事業部
　☎ 63-1224

募　　集
第17回ふるさと再発見ツアー「歴史ロマン漂う 隠れキリ
シタンの歴史と天草オーシャンの癒し」参加者募集

　今年は岡藩城下町 400 年祭ということで、国の重
要文化財である「サンチャゴの鐘」の成分調査や数々
の歴史的イベントが開催されております。当ボラン
ティアガイド委員会も 400 年祭にちなみ、九州でキ
リシタンの歴史が深く、竹田市とも深いつながりのあ
る天草地方を訪ね歩くツアーを企画しました。
日　時　10月18日㈭ 7:20 までに「花水月」集合
参加料　5,500円　※雨天決行
コース　花水月→道の駅大津→道の駅不知火→天草キリ
　　　　シタン館→昼食→松島四橋展望台→藍のあまく
　　　　さ村→道の駅不知火→道の駅大津→花水月

●お問い合せ・お申込み
　竹田市観光ボランティアガイド委員会 ☎ 63 - 2638

第4回語り部と竹田の町を見て歩く会
テーマ『田能村竹田の足跡』参加者募集

日　時　10月20日㈯ 8:50 豊後竹田駅前集合
コース　竹田駅 - 稲葉河畔 - 山手 - 旧竹田荘 - 竹田駅
講　師　田能村竹田顕彰会会員
参加費　500円（高校生以下無料）

●お申込み・お問い合せ　竹田観光案内所 ☎ 63 - 2638

こころの風景が映像でよみがえる !
NHKBSプレミアム「日本縦断　こころの旅 2012」メッセージ大募集
　あなたのこころにある風景を訪ねる「こころ旅」で
は、みなさんが出会った風景とエピソードを募集してい
ます。
　放送予定　平成24年9月24日㈪〜平成25年2月3日㈰
　　　　　　月〜金あさ　7 : 45 〜 8 : 00
　　　　　　週末 ㈯・㈰　午前 11: 00 〜 11: 59
　応募内容　「思い出の場所」「場所にまつわるエピソー

ド」（写真も大歓迎）を番組までお寄せくだ
さい。（住所、氏名、電話番号、性別、年齢を
お忘れなく）ご投稿はお早めに !

　募集締切　11月16日㈮必着　ご投稿はお早めに !
　宛　　先　〒150-8001　NHK「こころ旅」係
●お問い合せ　NHK ふれあいセンター
　　　　　　　☎ 0570 - 066 - 066（ナビダイヤル）
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年　　金
後納制度（国民年金保険料の納付期限の延長）が
始まります
　これまでは、国民年金保険料を納め忘れたまま 2 年を
超えると保険料を納めることができませんでしたが、本
年 10 月から 3 年間に限り、過去 10 年以内の納め忘れ
た保険料を納めることができる、後納制度が始まります。
　過去 10 年以内の保険料を納めていただくことで、将
来の年金額を増やしたり、年金の受給権につなげること
ができるようになります。
　※後納制度は事前申し込みが必要ですが、審査の結果、後納制
　　度による納付をご利用いただけない場合があります。
●お問い合せ　日本年金機構　大分年金事務所
　　　　　　　☎ 097-552-1211（お客様相談室）

年金出張相談
　期　日　10月17日㈬ 10:00〜15:00 
　場　所　竹田市高齢者いきいき交流センター 

※要予約。当日受付もできますが待ち時間が長くなる事が
　予想されます。 

●お問い合せ　日本年金機構　大分年金事務所 
　　　　　　　☎ 097 - 552 - 1211（お客様相談室）

消費生活相談
消費生活相談窓口からの注意喚起
　−訪問買取に注意−
　金相場の高騰等を背景として訪問買取によるトラブル
や苦情が多くなっていますので注意してください。
　「古着や陶器など何でも買い取る」などと電話があり
来訪を承諾したら、突然貴金属の買い取りを持ちかけら
れ、家の中に通してしまったために断りにくくなり、仕
方なく家にあった指輪を売ってしまった、などという事
例が多数報告されています。一度買い取られた商品は返
品してもらうこともなかなかできません。買い取っても
らうつもりがないときはきっぱりと断りましょう。
●お問い合せ
　◎竹田市役所市民課窓口（消費生活相談）
　　8:30〜17:00　☎ 63 - 4834（月〜金・平日のみ）
　◎大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　　☎ 097- 534 - 0999

住　宅
11月入居募集（予定）をお知らせします
一般住宅の募集

①竹田地域
　市営下矢倉団地（水害修繕完了）:3 戸／玉来第1団地:1 戸

②久住地域
　さくら団地 :2 戸（新築、入居は 2月頃の予定）
特定公共賃貸住宅の募集

竹田地域
　七里第 2 団地（35 歳以下の単身者のみ）:1 戸／
　七里第 2 団地 :1 戸　を予定しています。
　※申込方法、募集住宅の詳細は市報 11 月号にて掲載します。
●お問い合せ
　竹田市営住宅管理センター（本庁建設課内）
　☎ 63 - 4400

指定管理
竹田市荻ふれあい会館の指定管理者を公募します
竹田市では、地方自治法及び竹田市荻ふれあい会館条例
の規定に基づき「竹田市荻ふれあい会館」において管理・
運営を行う指定管理者を公募します。
1. 施設の概要　
　名　　称 :「荻ふれあい会館」
　所 在 地 : 竹田市荻町馬場 412 番地 31
　指定期間 : 平成25年4月1日〜平成30年3月31日
　　　　　 （5 年間を予定）
2. 募集要項
　募集期間 : 平成 24 年 10 月 3 日〜 10 月 24 日
　※業務内容や応募資格等の詳細については、お問い合
　　わせください。
●お問い合せ　竹田市荻支所産業建設課☎ 68 - 2215

定住促進
竹田市子育て定住促進住宅入居者募集
　竹田市では、良好な居住環境を備えた賃貸住宅を提供
し、市内に居住しようとする子育て世帯を支援し、若者
定住の促進、学童・児童数の増加など農村回帰事業を推
進するため、子育て定住促進住宅を建設いたします。
　つきましては、来年 4 月 1 日入居予定の 2 棟につい
て入居者募集を行います。募集要項は、竹田市公式ホー
ムページ、また、市役所企画情報課、お近くの支所、公
民館、分館に置いていますのでご覧ください。
　募集戸数　入田地区 2 戸
　入居資格　竹田市外に居住し、小学生以下の子どもと
　　　　　　同居している世帯
　募集期間　平成 24年10月1日㈪〜 12月21日㈮まで
●お問い合せ　竹田市企画情報課農村回帰推進室
　　　　　　　☎ 0974 - 63 - 4801
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宿
舎「
直
入
荘
」

　
臨
時
休
館
日

・
豊
肥
成
牛
市
場
 

　
9
:3
0
セ
リ
開
始

・
第
66
回
瀧
廉
太
郎
記
念

全日
本高

等学
校声

楽コ
ンク

ール
・
開
会
式
18
:3
0
～

（
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・
第
４
回
語
り
部
と
竹
田
の
町

　
を
見
て
歩
く
会『
田
能
村
竹

　
田
の
足
跡
』

　
8
:5
0 竹
田
駅
集
合

　
問
竹
田
観
光
案
内
所

　
☎

63
-2

63
8

・
第
66
回
瀧
廉
太
郎
記
念

　全
日本

高等
学校

声楽
コン

クー
ル

　〔
予
選
〕1
3
:0
0
～

　（
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）
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　 ・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、毎
月
15
日
で
す（
15
日
が
土
日
の
場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締
切
日
と
な
り

ま
す
）。
●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
63
-4
81
5

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

21
22

23
24

25
26

27

28
29

30
31

月 間 ・ そ の 他 ※
１
竹
田
市
歩
こ
う
会
　

☎
62

-2
50

1（
山
本
）　
※
２
竹
田
創
生
館
　

☎
62

-4
10

0

・
上
浦
と
の
稲
刈
り
体
験
交
流

　
10
:3
0
～ （
西
福
寺
）

・
第
66
回
瀧
廉
太
郎
記
念

　全
日本
高等
学校
声楽
コン
クー
ル

　 〔
本
選
〕
11
:0
0
～

　（
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・
竹
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
協
会
結
成
30
周
年
記
念
典・

　
記
念
講
演
会
14
:3
0
-1
6:
30

　 （
竹
田
商
工
会
館
）

・
お
は
な
し
の
へ
や

　
10
:3
0
-1
1:
00

（
竹
田
市
立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
13
:3
0
-1
5:
30

　 （
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
：
要
予
約

☎
63

-3
34

6
・
竹
田
市
歩
こ
う
会
（
市
内

　
散
策
）花
水
月
前
9:
30
集
合

・
陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」

　
休
業
日

・
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
13
:3
0
-1
5:
30

　（
久
住
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
：
要
予
約

☎
63

-3
34

6
・
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

　（
長
崎
県
佐
世
保
市「
ハ
ウ
ス
テ

　
ン
ボ
ス
」）（
～
29
日
ま
で
）

・
大
分
県
主
催「
ジ
オ
パ
ー
ク

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」1
0:
00
～

　（
竹田
市本
庁舎
３階
及び
市内
巡回
）

・
お
も
城
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
13
:0
0
～ （
岡
城
跡
駐
車
場
）

　
※
要
予
約
：
竹
田
市
文
化
財
課

　
　

☎
63

-4
81

8
・
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
教
室

　
14
:0
0
-1
5:
30
（
大
分
県
豊
肥
保

　
健
所
１
階
健
診
室
）※
入
場
無
料

・
童
謡
と
絵
本
の
会

　
10
:0
0
-1
1
:3
0 （
佐
藤
義
美

　
記
念
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こ
の
こ
の
お
う
ち
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・
第
45
回
久
住
地
域
駅
伝

　
競
走
大
会
14
:0
0
ス
タ
ー
ト

　（
都
野
山
村
広
場
ス
タ
ー
ト
～

　
白
丹
公
民
館
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
）

・
郷
土
の
自
然
に
親
し
み
植
物
を

　
観
察
す
る
会「
晩
秋
の
星
生
山
」

　
市
本
庁
舎
7
:0
0
集
合
※
２

・
第
8
回
竹
田
市
民
親
睦
　

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　
8:0
0～
（
久
住
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
）

・
第
８
回
ひ
ま
わ
り
号
出
発
式

　
8
:0
0
～

・
竹
田
市
歩
こ
う
会（
騎
牟
礼
城

　
ま
つ
り
）竹
田
駅
9
:3
0
集
合

・
お
は
な
し
の
へ
や

　
10
:3
0
-1
1:
00

（
竹
田
市
立
図
書
館
え
ほ
ん
の
へ
や
）【
納
期
限
】

市
県
民
税
3期
、国
民
健
康
保

険
税
4期
、介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
4
期

・
陽
目
の
里「
名
水
茶
屋
」

　
休
業
日

11
月

1
日

㈭
　

・
第

64
回

瀧
廉

太
郎

を
偲

ぶ
音

楽
祭

9
:0

0
～
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竹

田
中

学
校

）
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月
3

日
㈯
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回
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ぎ
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ふ
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0
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福
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健
康

エ
リ

ア
ほ
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時

開
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育
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健
推

進
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会
ジ

ャ
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ボ
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ぼ
ち
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大

会
・

中
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ジ

ャ
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ボ
か

ぼ
ち

ゃ
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会
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岡
藩

城
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祭
竹
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伝
統

芸
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集
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荻

会
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）
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岩

戸
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楽
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会
・
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レ
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日
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会
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日

㈫
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市
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10
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行
政
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談
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よ
る
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談
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時
　

間
開

催
場
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P.
①

参
照

○
麻

薬
・

覚
せ

い
剤

乱
用

防
止

運
動

　
10

/1
㈪

～
11

/3
0

㈮
○

統
計

調
査

票
提

出
促

進
月

間
　

　
10

/1
㈪

～
12

/2
8

㈮
○

法
の

日
・「

法
の

日
」

週
間

　
　

　
10

/1
㈪

～
7

㈰
○

平
成

24
年

秋
季

全
国

火
災

予
防

運
動

　
11

/9
㈮

～
11

/1
5

㈭

10
月
1日
か
ら

｢ 竹
田
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
ネ
ット
ワ
ーク
事
業
｣ 開
始

　
「
地
域
の
安
心
」を
支
え
ま
す
！

　
認
知
症
の
人
が
行
方
不
明
に
な
る
事
件
も
発
生
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
竹
田
市
で
は
10
月

１
日
か
ら
｢竹
田
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
｣を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
｢竹
田
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
｣と
は
認
知
症
の
方
な
ど
が
、
行
方
不
明
に

な
っ
た
場
合
、
地
域
や
関
係
者
が
協
力
し
て
、
早
期
に
発
見
で
き
る
登
録
制
度
で
す
。

　
事

業
の

内
容

は
・

・
・

　
①
対
象
と
な
る
方
を
市
役
所
保
険
課
に
事
前
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
②
行
方
不
明
等
発
生
し
た
場
合
に
は
、
事
前
登
録
情
報
を
も
と
に
関
係
機
関
で
情
報
を
共
有

　
　
し
、
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　
③
事
前
登
録
が
な
い
方
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
ま
す
が
、
事

　
　
前
登
録
が
あ
る
と
素
早
い
対
応
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。

●
お

問
い

合
せ

　
竹
田
市
保
険
課
介
護
保
険
係

☎
63

-4
80

9
／
竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
64

-0
31

0
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information
税　金
固定資産税の申告・届出について

◎固定資産税は、毎年1月１日の時点で土地・家屋・償
　却資産を所有している方〈土地・家屋は、登記簿（課税
　台帳）上の所有者〉にかかります。
◎土地・家屋を年の途中で売買した場合でも、その年の
　12月末までに所有権移転の登記手続がなされない場
　合は、前所有者の方に翌年度の税金がかかります。そ
　の他、登記手続についてもお忘れなくお願いします。
1．住宅用地の異動申告

　現在、住宅が建っている土地（住宅用地）については、
固定資産税が軽減されています。
　住宅の取り壊し等で、住宅用地でなくなった場合
や新たに住宅用地になった場合等、住宅用地に異動
があった時は、市税条例第 74 条にて届出することが
定められています。申告の期限は平成 25年１月31日
㈭になっています。必ず申告をお願いします。
　申告内容は、所有者（住所・氏名）・住宅用地（所在・
地積）・家屋（所在・所有者・床面積等）となっています。

２．土地・家屋の異動届
　土地の異動　
・土地の地目が変わった場合
・7 月12日発生の竹田市豪雨災害により土地の一部また
　は全部がなくなった場合
　家屋の異動
・家屋を新築または増築した場合
・家屋の一部または全部を取り壊した場合
（7月12日発生の竹田市豪雨災害にかかる取り壊しも含
　みます）
　上記の異動があった場合は、すみやかにご連絡をお願
　いします。（法務局にて登記手続きをされた方は連絡
　する必要はありません）
詳細については竹田市税務課資産係におたずねください。
●お問い合せ ☎ 63 -11111（内線 123・124・128）

10月は「全国不正軽油撲滅強化月間」
　不正軽油とは、県税である軽油取引税の脱税を目的
として、軽油に重油や灯油を混和したり、重油と灯油
を混和するなどして製造された油をいいます。
　不正軽油を製造、販売、運搬することや自動車の燃料
として使用することは脱税行為であるだけでなく、公
正な市場競争を阻害し環境へも悪影響を及ぼします。
　10月はこの不正軽油の全国撲滅強化月間となって
います。不審な軽油やその売り込み、施設や車両など、
不正軽油に関する情報は最寄りの県税事務所もしくは
下記はお寄せください。

●お問い合せ　大分県税務課 ☎ 097 - 506 - 2384

相　談
無料調停相談会を開催します

内　　容　民事（交通事故・金銭・土地建物ほか）
　　　　　家事（家庭の問題）　
　　　　　お困りの方は調停委員が相談に応じます。
日　　時　10月14日㈰　9:30 〜 15:30
場　　所　竹田市久住公民館
　　　　　（久住町久住 6154☎ 76 - 0717）

●お問い合せ
　大分地方・家庭裁判所竹田支部 ☎ 63-2040

県下一斉司法書士法律相談（登記・供託・訴訟等）
　日　　時　10月6日㈯ 10:00〜15:00（受付順・予約
　　　　　　不要）
　場　　所　竹田市竹田分館　※無料相談会
　相談担当者　大分県司法書士会会員
●お問い合せ
　大分県司法書士会 ☎ 0974 - 532 - 7579
　（または最寄りの司法書士事務所まで）

司法書士無料法律相談
　日　　時　11月1日㈭ 13:00〜16:00
　場　　所　NTT 西日本大分支店竹田ビル
　内　　容　登記・供託・訴訟等
　相談担当者　大分県司法書士会会員
●お問い合せ　大分県司法書士会豊肥支部 ☎ 62-2611

司法書士無料法律相談
　日　　時　11月8日㈭ 13:00 〜16:00
　場　　所　NTT 西日本大分支店三重ビル
　内　　容　登記・供託・訴訟等
　相談担当者　大分県司法書士会会員
●お問い合せ　大分県司法書士会豊肥支部 ☎ 62 - 2611

悩まずどんとこい労働相談
　　全国一斉の「個別労働関係紛争処理制度周知月間」
　の取り組みとして、大分県労働委員会では、解雇、賃
　金未払い、労働条件などの労使間トラブルについて、
　電話、来所での相談を無料でお受けします。
　秘密は厳守されます。お気軽に相談ください。

【労働委員会は、労使紛争を解決するための専門的な行
政機関です】

　期　　間　10月1日㈪〜10月7日㈰
　受付時間　平日 9:00 〜 20:00（来所の受付は18:30
　　　　　　まで）
　　　　　　土・日9:00〜17:00（来所の受付は16:00
　　　　　　まで）
　　　　　　※土・日曜日の来所の場合の出入り口は県
　　　　　　　庁舎本館裏玄関
　相談方法
①電話相談　☎ 097-536-3650（相談専用ダイヤル）
　　　　　　☎ 097-506-5251・☎ 097-506-5241
②来所相談　大分県労働委員会事務局（大分県庁舎本館
　　　　　　 7 階）

地域商品券
年末年始のお買い物は地元で !!
　この度の九州北部豪雨で被災した関係者の早期復興を
願い、地域経済を元気にするため、「10% プレミアム（割
増）付地域商品券」を販売します。
　◇販売価格　　1冊10,000 円
　◇販売開始日　10月22日より（売り切れ次第販売終了）
　◇販売限度額　お 1 人様　8 万円まで
　◇販売場所・時間
　　・竹田商工会議所 9:00〜17:00（土日・祝日及び
　　　12／29 〜 1／3 を除く）
　　・竹田町商店街振興組合（清和館）9:00 〜 16:00
　　　（毎週火・水曜日のみ販売　但し、祝日・1／2 を除く）
　　・九州アルプス商工会久住本所、荻支所、直入支所
　　　9:00〜17:00（土日・祝日及び12／29〜1／3を除く）
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たけたん情報
　◇有効期間　
　　平成 24年10月22日㈪〜平成 25 年 3月31日㈰
●お問い合せ　竹田商工会議所 ☎ 63 - 3161
　　　　　　　九州アルプス商工会（久住本所）☎ 76 - 0151

検察審査会
知っておきたい検察審査会
検察審査員に選ばれたらご協力を !
　交通事故、詐欺などの被害にあったのに、検察官がそ
の事件を裁判にかけてくれないのが納得できない。この
ような方のために、検察官のした不起訴処分が正しかっ
たのかどうかを審査する機関として「検察審査会」があ
ります。
　検察審査会では 11人の審査員がこの審査をします。
審査員は選挙権を持っている皆さんの中から「くじ」で
選ばれることになっています。
　あなたもいつか審査員に選ばれることがあるかもしれ
ません。
　審査員に選ばれた時には、住民の代表としてご協力を
お願いします。
　なお、詳しいことは、大分県検察審査会事務局（大分地
方裁判所内）☎ 097 - 532 - 7161にお問い合せください。

講 座・講 習
日本肝臓学会　市民公開講座
「やさしい肝臓病のお話」

　日　時　10月6日㈯　14:00〜15:30
　場　所　竹田市総合社会福祉センター　※入場無料
　講　演　〔講演司会〕伊藤恭先生（伊藤病院）

　　　　　・肝炎のお話（C 型肝炎を中心に）
　　　　　　　〔講師〕本田浩一先生（大分大学）
　　　　　・肝硬変（肝細胞癌）
　　　　　　　〔講師〕成田竜一先生（大分赤十字病院）

※講演終了後、個別相談の時間を設けています。
●お問い合せ
　大分赤十字病院（成田竜一）☎ 097- 532 -1207

ガス溶接技能講習
　日　　時　11月3日㈯・4日㈰　
　場　　所　豊後大野市中央公民館
　　　　　　（豊後大野市三重町内田 881 番地）
　 受 講 料　10,500 円とテキスト代 840 円

職長教育・安全衛生責任者教育講習
　日　　時　11 月 8 日㈭・9 日㈮
　場　　所　豊後大野市中央公民館

　　　　　（豊後大野市三重町内田 881 番地）
受 講 料　11,550 円（会員外は 13,550 円）とテキスト代
　　　　　840 円
●お申込み・お問い合せ
　㈳大分県労働基準協会豊後大野支部 ☎ 0974 - 26 - 4115

求人情報 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室☎ 63-1101

①現場調査員 4人18.0万円　②保育士 1人15.2万円　
③店長候補 1人13.2 〜 20.0万円　④営業職 1人14.8
〜18.8万円　⑤看護師 1人16〜18万円　⑥配送員 1人
18万円　⑦調理員 1人12.3〜17.6万円　⑧ダンプカー
運転手 1 人 25 万円　⑨一般事務 1 人 11.6 〜 13 万円　
⑩食品加工・配達・販売 1 人 12 〜 18 万円　⑪土木作業
員 1 人 15 〜 27.5 万円　⑫医療事務員 1 人 13.4 万円
〔パート求人（時給）〕

⑬ホームヘルパー 1人1,100 〜 1,200円　⑭清掃スタッ
フ 4 人 700 〜 780円　⑮介護職員 3人700 〜 800円　
⑯一般事務員 1人680円　⑰製造員 1人680 円　⑱調理
員 1人700円　⑲店員 1人700 〜 750円　⑳土木草刈作
業員 3人920円　�食品製造 3人680 〜 720円　�レジ
係 1人744円　�運転手 1 人 720円　�接客 2人750 円

田能村竹田178年祭
〔遺墨展〕　竹田先生とその師友・門下の作品

日　時　 11 月 1 日㈭ 〜 3 日㈯　9:00 〜
場　所　 旧竹田荘画聖堂　※入場無料

〔茶　会〕
日　時　 11 月 2 日㈮ 〜 3 日㈯　9:00 〜 15:00
場　所　 旧竹田荘母屋
茶　券　 1,000 円（3 席とも入席可・入荘料含む）

〔献茶式〕
日　時　 11 月 3 日㈯　9:00 〜
場　所　 旧竹田荘画聖堂
●お問い合せ　竹田顕彰会事務局 ☎ 62 -2529（足達）
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information
休日及び夜間の在宅当番医院

大久保病院 ☎ 64 - 7777
受付時間　平日夜間　18:00〜21:00
　　　　　土 曜 日　13:00〜21:00
　　　　　休　　日　 8:30〜21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだ
　　　　　　けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ
　　　　　　電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は
　診療します。

小児科外来休日当番院
当番日 医療機関 電話番号

10月 6 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月 7 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
10月 8 日㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月13日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月14日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10月20日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月21日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

10 月27日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10月28日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
11月 3 日㈯ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
11月 4 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8:30〜11:30（こども診療所は 9:00〜11:30）
診療時間　9:00〜12:00（三重東クリニックは8:30〜12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っていると
　ころがあります。

○豊後大野市民病院　（☎ 0974-42-3121）
　http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科　　（☎ 0974-24-0230）
　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック　（☎ 0974-22-6333）
　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○大分県豊肥保健所　（☎ 0974 - 22 - 0162）

○竹田市立こども診療所　　（☎ 0974 - 63 - 3838）
　相談時間 : 平日　月〜金　9 : 00 〜 12 : 00
問竹田市健康増進課 ☎ 0974-63-4810

受診時の注意
　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63 - 0119）に
お電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局
が休みの場合は、あらかじめ用意されて約束処方となる
ことがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

10 月 7 日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
10 月 8 日㈪ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
10 月14日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263
10 月21日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
10 月28日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田）0974-62-2400

※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/ 

アルテヴィーヴァコンサート「FEDE」in竹田
　放送日　（前半）10 月 6 日、13 日、20 日、27 日

土曜日 20 : 00 〜
　　　　　（後半）10 月 7 日、14 日、21 日、28 日

日曜日 20:00 〜
　8 月 18 日、久住公民館くじゅうサンホールで行われました、アルテ
ヴィーヴァコンサート「FEDE」の模様を前半、後半に分けてお届けします。
今年のテーマは「FEDE」（信頼）で、コンサートは 3部構成で行われました。
　第 1部では、ピアノデュオ、バレエ。第 2部は、演劇にワークショッ
プに参加した子ども達が夏休みの練習の成果を披露しました。第3部では、
本格的なオペラを上演。地域に根付いた芸術文化講演『アルテヴィーヴァ
コンサート』をぜひお茶の間でお楽しみください。

竹田の話題がまるごと観れるのは TCTだけ !!
◇たけた市民チャンネル10月特番


